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永
尾
龍
造
著
『
支
那
民
俗
誌
』
に
み
え
る 

　

中
華
民
国
期
の
宴
会
儀
礼
を
巡
っ
て

西

澤

治

彦

1
　
は
じ
め
に

　

中
国
人
の
宴
会
儀
礼
は
、
筆
者
が
修
士
論
文
以
来
、
関
心
を
寄
せ
て
い
る
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
り
、
博
士
論
文
で
も
そ
の
問
題
を
発

展
さ
せ
、
そ
の
後
、
博
論
を
リ
バ
イ
ズ
し
て
『
中
国
食
事
文
化
の
研
究
』
を
二
〇
〇
九
年
に
刊
行
し
た
。
こ
れ
で
全
て
を
出
し
切
っ
た

感
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
博
論
執
筆
時
に
は
気
が
つ
か
な
か
っ
た
新
た
な
資
料
を
い
く
つ
か
見
つ
け
出
す
こ
と
と
な
っ
た
。

　

清
末
の
中
国
（
主
に
紹
興
）
に
滞
在
し
た
イ
ギ
リ
ス
人
宣
教
師
、
Ｗ
．Ｇ
．ウ
ォ
ル
シ
ュ
が
一
九
〇
七
年
に
刊
行
し
たW

ays that 

are D
ark: Som

e Chapters on Chinese E
tiquette and Social Procedure 

（
田
口
一
郎
訳
『
清
国
作
法
指
南
─
外
国
人
の
た
め

の
中
国
生
活
案
内
』
平
凡
社　

東
洋
文
庫
二
〇
一
〇
）
が
そ
の
一
つ
で
あ
り
、
こ
の
資
料
に
関
し
て
は
、「
ウ
ォ
ル
シ
ュ
著
『
清
国
作

法
指
南
』
に
み
え
る
宴
会
儀
礼
を
巡
っ
て
」
と
題
し
て
『
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
』（
44
巻
4
号
）
に
て
発
表
し
た
。

　

も
う
一
件
、
重
要
な
資
料
を
見
つ
け
た
。
そ
れ
が
本
稿
で
扱
う
永
尾
龍
造
の
『
支
那
民
俗
誌
』
で
あ
る
。
実
は
本
書
は
所
蔵
し
て
い
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た
の
で
あ
る
が
、
一
、
二
巻
は
年
中
行
事
の
正
月
、
六
巻
は
児
童
の
民
俗
の
記
述
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
う
っ
か
り
と
見
過
ご
し
て
し

ま
っ
て
い
た
。

　

永
尾
龍
造
は
長
年
、
南
満
州
鉄
道
株
式
会
社
に
奉
職
し
、
後
に
満
州
国
官
吏
に
な
っ
た
人
物
で
、
そ
の
間
、
仕
事
の
傍
ら
、
中
国
の

民
俗
研
究
に
う
ち
こ
ん
だ
。
自
ら
集
め
た
資
料
は
、
滞
在
し
た
奉
天
（
現
在
の
瀋
陽
市
）
と
北
京
が
中
心
で
、
そ
の
他
の
地
方
は
、
中

国
各
地
の
出
身
者
へ
の
聞
き
取
り
調
査
、
お
よ
び
著
者
の
た
め
に
各
地
に
調
査
に
赴
い
た
中
国
人
に
よ
る
報
告
か
ら
な
っ
て
い
る
。
ま

た
記
述
に
際
し
て
は
、『
三
礼
』
な
ど
の
古
典
の
ほ
か
、『
荊
楚
歳
時
記
』
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
の
風
俗
誌
や
府
県
志
な
ど
も
参
考
と

し
て
い
る
。
こ
の
点
で
は
、
本
書
の
大
半
は
永
尾
自
身
が
実
際
に
調
査
し
、
実
見
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
れ
は
、
そ
も
そ
も
一
個

人
が
な
せ
る
仕
事
で
は
な
い
。
永
尾
自
身
も
「
例
言
」
に
て
断
っ
て
い
る
が
、
中
国
人
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
の
中
に
は
、
数
十
年
、
故

郷
に
帰
っ
て
い
な
い
者
も
お
り
、
い
ま
な
お
変
化
し
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
推
測
の
も
と
に
話
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。
従
っ
て
、

記
述
さ
れ
て
い
る
民
俗
に
は
、
調
査
時
の
中
華
民
国
期
の
み
な
ら
ず
、
清
末
の
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
、
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

本
書
に
は
、
こ
れ
ら
の
「
制
約
」
が
あ
る
も
の
の
、
そ
の
記
述
の
詳
細
さ
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。
当
時
の
外
務
省
文
化
事

業
部
も
本
書
の
意
義
を
認
め
、
全
十
三
巻
に
も
お
よ
ぶ
叢
書
の
刊
行
の
支
援
を
行
っ
た
。
一
巻
に
添
え
ら
れ
て
い
る
「
予
約
募
集
」
の

冊
子
に
よ
る
と
、
予
定
で
は
一
～
五
巻
が
年
中
行
事
編
、
六
巻
が
児
童
編
、
七
巻
が
結
婚
編
、
八
巻
が
葬
礼
編
、
九
巻
が
特
殊
研
究
編

（
秘
密
結
社
、
民
間
信
仰
な
ど
）、
十
巻
が
民
話
編
、
十
一
巻
が
満
州
八
旗
編
、
十
二
巻
が
蒙
古
人
及
回
教
徒
民
俗
編
、
十
三
巻
が
索
引
、

と
な
っ
て
い
た
。
支
那
民
俗
誌
刊
行
会
理
事
長
に
よ
る
「
序
」
で
は
、
中
川
中
英
の
『
清
俗
紀
聞
』
を
引
き
合
い
に
出
し
つ
つ
、
浙
江

地
方
の
民
俗
の
記
述
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
前
著
に
対
し
、
全
中
国
を
カ
バ
ー
し
た
本
書
の
価
値
を
強
調
し
て
い
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

　

た
だ
残
念
な
こ
と
に
、
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
に
一
、
二
巻
（
年
中
行
事
の
内
の
正
月
部
分
）、
六
巻
（
児
童
編
）
を
刊
行
し

た
も
の
の
、
残
る
巻
の
原
稿
が
火
災
で
全
て
消
失
し
、
幻
の
叢
書
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
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さ
て
、
宴
会
儀
礼
に
関
し
て
で
あ
る
が
、
刊
行
の
予
告
を
見
る
限
り
、
ど
こ
か
の
巻
で
一
つ
の
項
目
と
し
て
扱
わ
れ
る
予
定
だ
っ
た

よ
う
に
は
み
え
な
い
が
、
婚
姻
を
扱
う
七
巻
、
葬
礼
を
扱
う
八
巻
に
て
、
結
婚
式
や
葬
儀
の
場
面
で
の
宴
会
が
記
述
さ
れ
た
で
あ
ろ
う

こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　

実
際
、
年
中
行
事
の
う
ち
、
正
月
の
行
事
を
記
述
す
る
第
二
巻
の
第
六
章
に
、「
新
春
の
宴
会
」
と
称
し
て
、「
請
春
酒
」
と
呼
ば
れ

る
新
春
の
宴
会
に
つ
い
て
詳
し
い
記
述
が
あ
る
。
今
と
な
っ
て
は
、
こ
の
「
新
春
の
宴
会
」
の
み
が
、
本
叢
書
の
う
ち
、
後
世
に
残
さ

れ
た
宴
会
儀
礼
の
記
述
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
年
中
行
事
の
中
で
も
最
初
の
宴
会
で
あ
っ
た
た
め
か
、
宴
会
儀
礼
一
般
に
つ

い
て
の
記
述
も
あ
り
、
資
料
的
な
価
値
は
高
い
。
し
か
も
、
筆
者
が
目
に
し
て
き
た
従
来
の
資
料
に
は
な
い
新
た
な
記
述
も
あ
り
、
そ

の
中
に
は
、
先
の
ウ
ォ
ル
シ
ュ
の
『
清
国
作
法
指
南
』
の
記
述
と
も
関
連
し
、
補
足
す
る
よ
う
な
も
の
も
あ
る
。

　

以
下
、
本
稿
で
は
、
第
二
巻
の
第
六
章
「
新
春
の
宴
会
」
に
み
え
る
記
述
を
も
と
に
、
清
末
か
ら
中
華
民
国
期
に
か
け
て
の
宴
会
儀

礼
に
つ
い
て
、
考
察
を
行
っ
て
み
た
い
。

2
　
宴
会
儀
礼
（
宴
会
一
般
）

　

第
二
巻
の
第
六
章
に
み
え
る
「
新
春
の
宴
会
」
は
、
正
月
に
行
わ
れ
る
「
請
春
酒
」
の
宴
会
の
記
述
で
あ
る
が
、
全
中
国
の
習
慣
を

統
合
し
た
も
の
と
い
う
よ
り
は
、
概
説
の
後
に
、
北
京
・
杭
州
・
湖
北
・
湖
南
・
四
川
と
、
地
域
別
の
記
述
と
な
っ
て
い
る
。
選
ば
れ

た
地
域
は
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
の
存
在
に
よ
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。　

　

永
尾
は
、
請
春
酒
を
記
述
す
る
際
、
中
国
に
お
け
る
宴
会
一
般
の
作
法
に
つ
い
て
も
、
前
提
と
な
る
知
識
と
し
て
冒
頭
部
分
に
紹
介

し
て
い
る
。
ま
た
、
歴
史
的
な
も
の
は
、
清
朝
時
代
の
習
慣
と
し
て
、
別
に
項
目
を
立
て
て
は
い
る
が
、
同
時
代
と
し
て
い
る
記
述
に
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お
い
て
も
、
調
査
時
の
も
の
で
は
な
く
、
歴
史
的
に
遡
っ
た
「
伝
統
的
」
な
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
「
時
間
の
概
念
」
の

曖
昧
さ
は
「
民
俗
誌
」
の
記
述
に
よ
く
み
ら
れ
る
も
の
で
も
あ
る
が
、
今
と
な
っ
て
は
、
著
者
の
同
時
代
で
あ
る
中
華
民
国
期
の
み
な

ら
ず
、
話
者
ら
が
復
元
し
た
過
去
の
民
俗
も
、
清
末
の
情
況
を
伝
え
る
資
料
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

　

従
っ
て
、
こ
こ
で
は
、「
新
春
の
宴
会
」（
八
五
三
～
八
八
三
頁
）
か
ら
、
宴
会
一
般
に
関
す
る
記
述
と
、
請
春
酒
の
宴
と
を
、
で
き

る
限
り
よ
り
分
け
な
が
ら
、
順
を
追
っ
て
整
理
し
た
い
。
歴
史
的
な
も
と
し
て
「
復
元
」
さ
れ
た
記
述
も
、
明
確
に
書
き
分
け
ら
れ
て

い
る
訳
で
は
な
い
が
、
こ
れ
も
で
き
る
限
り
区
別
し
た
い
。
な
お
、
引
用
に
際
し
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
組
み
替
え
や
、
文
章
の
書
き

換
え
を
行
っ
て
い
る
。［　

］
は
筆
者
に
よ
る
補
足
、
番
号
と
見
出
し
は
筆
者
に
よ
る
。

（
1
）
招
待
状
の
送
付

　

招
待
状
に
関
し
て
は
、「
請
春
酒
」
の
「
概
説
」
の
部
分
で
詳
し
く
紹
介
し
て
い
る
。
地
域
は
特
に
言
及
し
て
い
な
い
の
で
、
全
国

的
な
習
慣
と
し
て
述
べ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
但
し
、
文
中
、
四
川
地
方
へ
の
言
及
が
た
び
た
び
あ
る
こ
と
か
ら
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン

ト
は
四
川
の
出
身
者
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

a　

清
末

　

昔
［
清
末
］
は
客
を
宴
会
に
招
待
す
る
際
、
極
め
て
鄭
重
な
「
請
帖
」
を
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
招
待
の
通
知
は
早
け
れ
ば
早
い
ほ

ど
丁
寧
で
、
少
な
く
と
も
五
日
前
に
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

俗
に
五
日
前
に
出
す
の
を
「
請
」、
一
日
前
に
出
す
の
を
「
拉
」（
無
理
に
引
っ
張
り
出
す
）、
当
日
出
す
の
を
「
叫
」
と
呼
ん
だ
。

料
理
屋
で
芸
者
を
呼
び
出
す
「
会
ひ
状
」
に
「
叫
」
と
印
刷
す
る
如
く
、
こ
れ
は
下
男
下
女
を
呼
び
つ
け
る
の
と
同
様
で
、
失
礼
こ
の
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上
な
い
。

　

請
帖
の
形
状
や
色
も
、
規
則
に
外
れ
た
も
の
は
失
礼
と
な
る
。
請
帖
は
極
上
の
厚
い
紅
紙
を
用
い
、
封
筒
も
紅
紙
を
用
い
る
。
封
筒

の
大
き
さ
は
長
さ
一
尺
、
幅
四
、
五
寸
で
、
合
わ
せ
目
を
表
に
し
、
そ
の
上
に
細
長
い
紅
紙
を
貼
る
。
封
筒
の
口
を
封
じ
る
と
こ
ろ

は
、
五
、
六
分
位
長
く
出
し
て
お
い
て
、
そ
の
僅
か
を
中
に
折
り
込
む
か
、
折
っ
て
お
く
か
し
、
決
し
て
糊
付
け
し
な
い
（
こ
れ
は
清

代
、
役
所
で
用
い
た
公
文
の
封
筒
の
形
式
で
あ
る
）。
な
お
一
層
の
敬
意
を
表
す
場
合
に
は
、
封
筒
の
裏
側
に
緑
色
の
紙
を
合
わ
せ
て

二
重
に
す
る
。

　

封
筒
表
面
の
細
長
い
紙
の
上
に
は
、
以
下
の
【
図
1
】
の
如
く
、
先
方
の
宛
名
を
書
く
。

　

先
方
の
名
を
書
く
の
は
非
礼
で
、
字
（
姓
）
を
書
く
。
先
方
の
住
所
は
決
し
て
書
か
な
い
。
住
所
を
書
か
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
と

い
う
の
は
、
著
名
な
人
物
で
は
な
い
、
と
い
う
意
味
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
請
帖
を
先
方
に
届
け
る
際
に
は
、
下
僕
に
別
に
住
所
を
書

い
た
も
の
を
添
え
て
配
達
さ
せ
る
。
こ
れ
ほ
ど
極
端
で
な
く
て
も
、
上
流
階
級
の
も
の
は
、
住
ん
で
い
る
街
巷
ま
で
書
く
が
、
号
数
ま

で
は
書
か
な
い
も
の
が
多
い
。

　
　
　
「　

張　

大　

人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

某　

某　

 
」

【図 1】
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封
筒
の
中
に
は
、「
摺し
ょ
う

」
を
入
れ
る
。
こ
れ
は
官
庁
で
使
う
公
文
摺
と
同
一
形
式
の
も
の
で
、
長
い
紙
を
幾
つ
か
に
折
り
畳
ん
だ
も

の
で
、
五
、
六
頁
に
す
る
の
が
普
通
。
こ
れ
も
さ
ら
に
敬
意
を
表
し
た
け
れ
ば
裏
に
緑
色
の
紙
を
つ
け
る
。
こ
れ
を
「
簡
帖
」
も
し
く

は
「
全
帖
」［
完
全
な
る
礼
簡
の
意
味
］
と
い
う
。

　

簡
帖
に
は
第
一
頁
の
正
面
中
央
に
「
正
」
か
「
全
福
」
の
文
字
を
小
さ
な
楷
書
で
書
き
、
正
面
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
後
の
頁
に

は
、
字
を
書
か
ず
、
別
に
簡
と
同
型
の
紙
片
に
楷
書
で
招
待
の
理
由
を
書
い
て
第
一
頁
の
内
側
に
入
れ
る
。
こ
の
紙
片
を
「
単
帖
」
と

い
う
。
単
帖
に
書
く
事
柄
は
、【
図
4
】
の
如
く
、
請
客
の
事
由
、
日
時
、
男
女
の
別
、
居
住
地
、
姓
名
な
ど
で
あ
る
。

　
【
図
2
】
は
一
般
の
請
客
の
場
合
で
、
婚
礼
の
招
待
状
と
な
る
と
、「
謹
擇
○
月
○
日
刻
為
○
子
○
○
授
室
潔
治
喜
觴
（
或
い
は
酌
）

恭
候
台
光
」
と
書
き
、
嫁
の
実
家
か
ら
出
す
場
合
は
「
謹
擇
○
月
○
日
刻
為
○
女
于
帰
潔
治
喜
觴
恭
候
台
光
」
と
書
く
。
葬
儀
の
場
合

に
は
「
謹
擇
○
擇
○
月
○
日
刻
潔
治
豆
觴
恭
候
台
光
」
と
し
、
寿
礼
の
場
合
に
は
「
○
月
○
日
為
家
○
○
十
壽
辰
謹
於
○
刻
潔
治
壽

（
桃
）
觴
恭
候
台
光
」
と
書
く
。
女
性
に
対
し
て
招
待
状
を
出
す
場
合
は
、「
台
光
」
の
文
字
を
用
い
ず
、「
恭
迓
蓮
輿
」
か
「
恭
迓
魚

軒
」
等
と
書
き
、
招
待
者
の
名
前
も
女
主
人
の
名
を
書
く
。

【図 2】
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主
人
側
の
名
を
書
く
に
も
、
い
ろ
い
ろ
な
規
約
が
あ
る
。
先
方
が
若
輩
で
も
、
主
人
側
は
必
ず
自
分
の
名
の
上
に
「
弟
」
又
は
「
侍

生
」
と
謙
称
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
先
方
に
敬
意
を
表
す
な
ら
、「
愚
弟
」
と
書
き
、
さ
ら
に
敬
意
を
表
す
な
ら
「
愚
小
弟
」
と
書

く
。
先
方
が
親
戚
の
場
合
、
下
輩
に
対
し
て
は
「
姻
弟
」「
姻
侍
生
」
と
、
同
輩
に
対
し
て
は
「
姻
愚
弟
」
と
、
年
長
者
に
対
し
て
は

「
晩
生
」
と
書
く
。

　

ま
た
、「
年
誼
」
と
い
っ
て
、
同
年
に
官
吏
登
用
試
験
に
合
格
し
て
官
吏
と
な
っ
た
者
の
間
で
は
、「
年
愚
弟
」
と
書
き
、
同
一
官
庁

の
役
人
、
即
ち
「
寅
誼
」
と
言
わ
れ
る
者
の
間
で
は
「
寅
愚
弟
」
と
書
く
。

　

こ
の
ほ
か
、
先
代
か
ら
交
際
の
あ
る
家
の
幼
子
（
友
人
の
子
な
ど
）
に
対
し
て
「
世
兄
」
と
称
す
る
こ
と
か
ら
、
自
称
す
る
際
に
は

「
世
弟
」
と
書
く
の
が
礼
儀
で
あ
る
。
ま
た
は
「
世
講
」「
世
台
」
と
も
書
く
。

　

招
待
者
の
方
の
名
は
、
男
子
の
男
子
の
家
族
全
部
を
書
く
の
が
正
式
で
あ
る
。
二
子
が
あ
る
人
で
あ
れ
ば
【
図
3
】
の
如
く
書
く
。

　

祖
父
が
い
れ
ば
そ
の
名
も
書
く
。
招
待
す
る
の
が
そ
の
子
孫
で
あ
っ
て
も
、
祖
父
が
存
命
中
な
ら
祖
父
を
招
か
ず
し
て
子
孫
を
単
独

に
招
く
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

招
待
者
が
女
性
で
あ
る
場
合
、
名
字
を
用
い
ず
、
己
の
実
家
の
姓
を
も
っ
て
こ
れ
に
代
え
る
。
夫
の
姓
も
書
く
こ
と
を
避
け
、
出
身

「　
　
　
　
　
　

○　

○

　
　

○
○
率
子　
　
　
　
　

拝
訂

　
　
　
　
　
　

○　

○　
　
　
　
　

」

【図 3】
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の
郡
の
名
前
を
も
っ
て
こ
れ
に
代
え
る
。
例
え
ば
、
李
氏
の
娘
で
天
水
郡
の
趙
氏
の
家
に
嫁
い
だ
者
は
、「
愚
妹
帰
天
水
郡
本
李

袵

訂
」
と
書
く
。

　
「
単
簡
（
単
帖
）」・「
全
簡
（
簡
帖
）」・「
封
簡
（
封
筒
）」
の
全
て
を
総
称
し
て
「
帖
子
」
と
い
う
。
こ
れ
を
取
り
揃
え
、
こ
れ
を
紫

檀
木
彫
り
の
「
拝
帖
盒
子
」
あ
る
い
は
「
簡
盒
」
と
呼
ば
れ
る
「
盒
子
」（
帖
子
に
比
べ
て
約
一
寸
位
大
き
な
文
箱
）
の
中
に
い
れ
、

下
僕
に
持
た
せ
て
届
け
さ
せ
る
。
こ
れ
を
「
下
帖
子
」
と
い
う
。

b　

中
華
民
国
期

　

最
近
［
中
華
民
国
期
］、
大
都
市
で
は
上
記
の
形
式
が
減
少
し
、
料
理
屋
に
て
人
を
招
く
場
合
は
、【
図
4
】【
図
5
】
の
よ
う
な
形

式
が
流
行
し
て
い
る
。

ｃ　

イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
宴
会
で
の
招
待
状

　

請
春
酒
な
ど
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
宴
会
で
は
、
請
帖
の
形
式
も
簡
略
化
さ
れ
る
。
あ
ま
り
親
し
く
な
い
人
に
出
す
場
合
は
、
幾

分
、
上
述
の
形
式
を
踏
ん
で
丁
寧
に
す
る
が
、
そ
れ
で
も
全
簡
は
用
い
ず
、
紅
紙
の
封
筒
と
単
帖
だ
け
で
い
い
。
単
帖
の
書
式
も
「
月

之
○
日
潔
治
春
酌
候
光
」
と
し
、
発
送
の
期
日
も
前
日
で
あ
っ
て
も
非
礼
と
は
な
ら
な
い
。
前
日
出
す
場
合
は
、「
翊
日
潔
治
春
酌
候

光
」
と
書
き
、
日
付
を
つ
け
る
必
要
は
な
い
。
特
に
請
春
酒
の
場
合
は
、
年
賀
に
集
ま
っ
た
人
々
も
招
待
さ
れ
る
こ
と
を
承
知
し
て
い

る
の
で
、
予
め
正
式
に
通
知
を
出
さ
な
く
て
も
い
い
。

　

極
く
親
し
い
人
へ
は
、
一
層
、
略
式
で
、
招
待
状
と
共
に
、
招
待
さ
れ
る
者
の
名
を
連
記
し
た
「
知
単
」
を
、
前
日
、
下
僕
に
持
た
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【図 4】【図 5】
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せ
て
、
先
方
の
門
番
に
差
し
出
す
。

　

こ
の
時
の
招
待
状
は
、
紅
紙
の
全
帖
［
単
帖
の
誤
植
か
］
の
首
に

「
○
日
潔
樽
候
光
」
と
だ
け
書
い
た
も
の
で
、
そ
の
下
に
、
知
単
（
こ

れ
は
封
筒
に
は
入
れ
な
い
）
を
添
え
る
。

　

知
単
は
【
図
6
】
の
如
く
、
表
紙
に
あ
た
る
頁
に
「
知
単
」
の
二
字

を
印
刷
し
、
第
二
頁
に
招
待
状
面
に
印
刷
さ
れ
た
の
と
同
じ
文
を
印
刷

し
、
第
三
頁
か
ら
、
主
人
側
が
、
招
待
す
る
人
々
の
氏
名
と
住
所
を
書

き
込
む
。

　

知
単
を
受
け
取
っ
た
ら
、
自
分
の
名
の
下
（
多
く
は
「
次
印
」
と
印

刷
さ
れ
て
い
る
欄
）
に
、
承
知
か
否
か
を
書
い
て
返
却
す
る
。
出
欠
を

保
留
す
る
場
合
に
は
、
単
に
「
知
」
と
曖
昧
な
字
を
書
い
て
お
く
。
出

席
す
る
な
ら
「
陪
」、
少
し
丁
寧
に
書
く
な
ら
「
敬
陪
」、
も
し
く
は

［
自
分
の
名
前
が
先
頭
に
あ
る
場
合
は
謙
遜
し
て
］「
敬
陪
末
座
」
と
書

く
。
参
加
し
な
い
時
に
は
「
謝
」
と
書
く
。

　

知
単
は
、
招
待
さ
れ
る
側
に
と
っ
て
は
、
そ
の
席
に
如
何
な
る
人
が

招
か
れ
て
い
る
か
を
一
目
し
て
知
る
こ
と
が
出
来
る
し
、
主
人
側
に

と
っ
て
も
、
先
方
の
出
欠
を
知
る
控
え
帖
と
な
る
。
主
人
側
は
こ
れ
に

【図 6】



83

永尾龍造著『支那民俗誌』にみえる中華民国期の宴会儀礼を巡って　西澤治彦

て
来
客
の
数
が
分
る
の
で
、
そ
れ
だ
け
の
料
理
を
準
備
す
れ
ば
い
い
。

（
2
）
客
の
出
迎
え

　

実
際
の
宴
会
一
般
の
手
順
に
関
し
て
は
、「
各
地
の
請
春
酒
」
の
冒
頭
に
あ
る
「
湖
北
地
方
に
於
け
る
接
客
と
料
理
」
に
て
、
詳
し

く
紹
介
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
の
部
分
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
は
湖
北
の
出
身
者
の
可
能
性
が
高
い
。

a　

宴
会
の
開
始
時
刻
と
客
の
到
着

　

中
国
に
お
け
る
宴
会
は
、
多
く
午
後
六
、
七
時
で
、
中
に
は
九
、
十
時
頃
か
ら
開
く
の
も
あ
る
。
請
帖
に
時
間
が
明
記
し
て
あ
っ
て

も
、
そ
れ
が
正
確
に
守
ら
れ
る
こ
と
は
殆
ど
な
く
、
か
つ
て
は
正
午
十
二
時
と
か
、
午
後
一
時
と
か
い
う
宴
会
が
、
午
後
七
、
八
時
に

な
っ
て
や
っ
と
開
か
れ
た
、
と
い
う
話
も
聞
く
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
遅
れ
て
く
る
こ
と
が
、
客
の
礼
儀
に
も
な
っ
て
い
た
と

い
う
。

　

客
が
来
る
と
、
先
ず
客
室
に
通
す
。
今
の
［
大
都
市
の
］
客
室
は
西
洋
式
に
装
飾
し
た
応
接
室
が
流
行
し
て
い
る
が
、
南
方
で
は
、

窗
際
に
「
木
炕
」（
木
製
の
寝
台
）
や
方
卓
、
茶
卓
、
太
師
椅
（
背
部
が
高
く
円
形
を
し
た
大
圏
椅
）
な
ど
が
置
か
れ
て
お
り
、
北
方

で
は
「
火オ
ン
ド
ル炕
」
が
あ
っ
て
、
主
な
客
は
火
炕
の
上
に
乗
せ
る
が
、
そ
の
他
の
客
は
椅
子
に
座
ら
せ
る
。

b　

客
室
で
の
茶
の
接
待

　

主
人
は
来
客
を
招
き
入
れ
る
と
、
先
ず
上
座
に
掛
け
さ
せ
て
、
下
僕
に
「
蓋
碗
茶
」
を
勧
め
さ
せ
る
。「
蓋
碗
茶
」
は
、
陶
磁
器
製

の
円
形
の
茶
器
で
、
中
に
茶
葉
を
入
れ
、
こ
れ
に
湯
を
注
い
で
、
蓋
を
か
ぶ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
正
式
の
招
待
の
際
に
は
こ
れ
が
出
さ
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れ
、
茶
壺
［
急
須
］
は
不
敬
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
出
さ
な
い
。

　
「
蓋
碗
茶
」
を
乗
せ
る
茶
托
に
は
、「
擱
碟
」（
中
心
を
刳
り
抜
い
た
も
の
）
と
、「
蓋
椀
托
子
」（
金
銀
錫
な
ど
の
金
属
製
）
と
が
あ

る
。
形
状
は
円
形
、
多
角
形
、
梅
花
形
、
海
棠
形
な
ど
さ
ま
ざ
ま
あ
る
。

　
「
蓋
碗
茶
」
は
、
木
の
茶
盤
に
載
せ
て
客
の
前
に
勧
め
る
。
主
人
は
右
手
で
茶
碗
の
蓋
を
つ
ま
み
揺
り
動
か
す
よ
う
に
し
て
か
ら
客

に
「
請
茶
」
と
言
っ
て
勧
め
る
。
客
も
主
人
の
よ
う
に
し
て
「
謝
茶
」
と
言
い
、
蓋
［
を
少
し
ず
ら
し
て
、
茶
葉
が
流
れ
出
な
い
よ
う

に
し
な
が
ら
］
口
を
つ
け
て
飲
む
。
客
が
飲
み
終
わ
る
と
、
再
び
下
僕
が
湯
を
中
に
注
ぐ
。

　

官
庁
の
場
合
で
も
、
賓
客
と
主
人
と
が
相
対
し
て
話
を
す
る
際
、
蓋
碗
茶
が
出
さ
れ
る
が
、
話
が
終
わ
っ
た
と
思
う
時
、
主
人
は
茶

碗
を
上
げ
て
客
に
「
請
用
茶
罷
」（
ど
う
ぞ
お
茶
を
）
と
勧
め
る
。
し
か
し
こ
れ
は
本
当
に
お
茶
を
勧
め
て
い
る
の
で
は
な
く
、
お
帰

り
な
さ
い
、
と
い
う
暗
示
で
あ
る
。
下
級
官
僚
が
上
官
に
面
会
し
た
時
は
も
っ
と
明
瞭
で
、
上
官
が
一
寸
、
茶
碗
に
手
を
触
れ
る
と
、

そ
れ
を
室
外
に
て
見
て
い
る
下
僕
は
、
大
声
で
「
お
帰
り
」
と
叫
ん
で
、
客
の
従
者
に
合
図
を
す
る
。
客
は
ゆ
っ
く
り
と
お
茶
の
ご
馳

走
に
は
な
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　

卓
の
上
に
は
繡
幃
を
加
え
て
装
飾
す
る
。（
請
春
酒
の
場
合
は
、
新
春
の
吉
色
で
あ
る
紅
色
の
も
の
を
用
い
る
。
即
ち
、
方
卓
に
は
紅

色
の
緞
子
類
に
刺
繍
を
し
た
卓
幃
を
か
け
、
椅
子
の
上
に
も
紅
緞
に
刺
繍
を
施
し
た
椅
披
を
か
け
、
そ
の
上
に
紅
色
の
墊
子
を
置
く
。）

　

卓
上
に
は
菓
子
盆
が
置
か
れ
て
い
る
。「
一い
つ
か
ん
ば
り

閑
張
」［
紙
張
り
素
地
の
漆
器
］
か
磁
器
、
錫
製
な
ど
で
、
そ
の
形
状
も
方
形
、
円
形
な

ど
あ
り
、
高
さ
は
一
寸
あ
ま
り
で
、
中
が
い
く
つ
か
に
仕
切
ら
れ
て
い
て
、
小
盤
が
入
れ
て
あ
る
。
中
央
の
小
盤
に
は
西
瓜
の
種
を
入

れ
、
そ
の
周
囲
の
小
盤
に
は
密
棗
、
酥
糖
（
羊
脂
で
作
っ
た
菓
子
）、
寸
金
、
雲
片
、
玉
帯
、
桃
酥
な
ど
の
糖
菓
が
入
れ
て
あ
る
。
磁

器
製
の
菓
盤
は
特
に
「
温
菓
盆
」
と
い
っ
て
、
蜜
餞
果
物
な
ど
乾
果
類
以
外
の
も
の
を
入
れ
る
の
に
用
い
る
。
こ
れ
は
南
方
人
、
あ
る
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い
は
南
方
の
習
慣
に
馴
染
ん
だ
人
が
好
ん
で
用
い
る
。

　

客
は
卓
の
傍
ら
に
座
っ
て
、
蓋
碗
茶
を
飲
み
、
菓
子
を
食
べ
な
が
ら
主
人
と
談
笑
す
る
。
話
題
は
（
請
春
酒
で
あ
れ
ば
新
年
の
話
題

な
ど
）
め
で
た
い
こ
と
に
限
る
。

　

他
の
客
が
来
る
と
、
主
人
は
立
っ
て
こ
れ
を
迎
え
、
先
客
も
ま
た
立
っ
て
こ
れ
を
迎
え
る
の
が
礼
儀
で
あ
る
。
入
っ
て
き
た
客
は
、

先
客
に
対
し
て
「
拱
手
」
し
て
（
請
春
酒
で
あ
れ
ば
「
恭
喜
恭
喜
」
と
新
年
の
）
挨
拶
を
交
わ
す
。
客
ど
う
し
が
知
り
合
い
で
な
け
れ

ば
、
主
人
が
紹
介
を
す
る
。
先
客
は
後
か
ら
来
た
客
に
上
座
を
譲
る
の
が
礼
儀
で
あ
る
。

　

主
人
は
先
客
同
様
、
下
僕
に
茶
を
勧
め
さ
せ
、
菓
子
を
勧
め
、
水
烟
管
を
勧
め
る
。
水
烟
管
す
な
わ
ち
水
煙
草
の
道
具
は
、
大
抵
の

家
に
は
多
く
の
用
意
が
な
い
の
で
、
大
勢
の
客
の
時
に
は
交
互
に
用
い
る
。
前
に
吸
っ
た
も
の
は
、
新
た
に
煙
草
を
つ
め
、
吸
い
口
を

手
巾
で
拭
い
て
他
の
客
に
勧
め
る
が
、
そ
れ
を
好
ま
な
い
人
は
、
自
分
用
の
烟
袋
を
轎
に
乗
せ
て
持
ち
歩
き
、
従
者
に
命
じ
て
持
ち
寄

ら
せ
、
そ
れ
を
吸
う
よ
う
に
し
て
い
る
。
湖
北
省
で
従
者
の
別
称
を
「
提
烟
袋
之
人
」
と
呼
ぶ
の
は
こ
れ
が
理
由
で
あ
る
。

ｃ　

卓
上
の
準
備

　

客
が
全
員
揃
う
と
、
主
人
は
下
僕
に
命
じ
て
、
庁
堂
に
置
い
て
あ
る
卓
上
の
準
備
を
さ
せ
る
。
卓
上
に
並
べ
る
物
と
し
て
は
、
先
ず

小
碟
が
あ
る
。
こ
れ
は
八
具
、
あ
る
い
は
十
二
具
、
十
六
具
、
二
十
具
な
ど
と
、
客
の
人
数
に
応
じ
て
揃
え
る
。
小
碟
の
中
に
は
、
花

生
、
瓜
小
、
火ハ

ム腿
、
燻
魚
、
白
雞
、
臘
腸
、
蜇
皮
、
風
魚
、
蚶
子
、
蝦
米
な
ど
の
小
菜
を
置
く
。
こ
れ
ら
は
前
菜
で
、「
圍
碟
」
と
呼

ば
れ
る
。

　

ま
た
、
人
数
に
応
じ
て
黒
檀
の
箸
を
置
く
。
箸
に
は
銀
色
の
も
の
、
象
牙
な
ど
色
々
あ
る
が
、
烏
木
製
、
即
ち
黒
檀
の
も
の
が
多
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い
。
こ
の
ほ
か
、
小
碟
の
上
に
載
せ
た
湯
匙
一
個
、
酒
盃
一
個
を
並
べ
る
。
湯
匙
は
磁
器
製
が
多
い
が
、
中
に
は
銀
製
、
木
製
の
も
の

も
あ
る
。
酒
盃
も
陶
磁
器
製
が
多
い
が
、
贅
沢
な
も
の
に
な
る
と
、
金
や
銀
、
玉
で
造
っ
た
も
の
も
あ
る
。
中
で
も
銀
製
の
物
は
広
く

用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
金
製
や
玉
製
は
極
め
て
希
で
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
醤
油
や
酢
を
入
れ
小
碟
が
一
個
、
銅
叉
一
柄
（
黒
檀
な
ど
で
柄
を
作
り
、
端
が
銅
叉
に
な
っ
て
い
て
、
果
物
や
糕
點
を

刺
し
て
取
る
た
め
の
も
の
）
を
並
べ
る
。

　

箸
や
盃
の
下
に
は
淡
紅
色
の
、
七
、
八
寸
の
大
き
さ
の
木
綿
料
紙
数
枚
を
鋪し

い
て
置
く
。
こ
れ
は
客
が
箸
や
盃
を
拭
く
た
め
の
も
の

で
あ
る
。

（
3
）
宴
会
の
開
始

a　

客
間
か
ら
庁
堂
へ
の
客
の
移
動
と
着
席
の
儀
礼

　

卓
上
の
準
備
が
出
来
た
報
告
を
受
け
る
と
、
主
人
が
客
を
庁
堂
に
導
く
。
主
人
は
客
に
向
か
っ
て
「
請
」（
ど
う
ぞ
）
と
言
う
。
客

は
声
に
応
じ
て
一
斉
に
起
立
し
、
互
い
に
先
を
譲
り
合
っ
て
、
最
後
に
最
も
目
上
の
者
か
ら
客
室
を
出
る
。
庁
堂
に
着
い
て
も
、
ま
た

席
を
譲
り
合
っ
て
か
ら
座
席
に
着
く
の
が
礼
儀
で
あ
る
。

　

座
席
の
決
め
方
に
は
幾
通
り
か
が
あ
る
。

　

①
盛
大
な
典
礼
の
際
に
は
、
主
人
が
こ
の
席
を
決
め
る
。
こ
の
場
合
、
主
人
は
盃
に
酒
を
注
ぎ
、
箸
を
両
手
に
捧
げ
て
最
上
席
に
お

き
、
こ
の
席
に
座
る
べ
き
人
に
向
か
っ
て
一
揖
す
る
。
そ
の
人
は
こ
れ
に
応
え
て
揖
礼
を
し
、
辞
退
す
る
こ
と
な
く
こ
の
席
に
座
る
。

か
く
し
て
順
次
、
第
二
席
以
下
も
同
様
に
し
て
決
め
て
い
く
。
こ
れ
を
「
安
席
の
礼
」
と
い
う
。
安
席
は
重
大
な
典
礼
の
際
や
、
卑
幼

の
者
が
長
者
を
招
く
時
に
用
い
る
。
後
者
の
場
合
は
、
主
人
は
揖
礼
で
は
な
く
、
一
々
叩
首
の
礼
を
行
っ
て
、
席
に
着
か
れ
ん
こ
と
を
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請
う
こ
と
も
あ
る
。　

　

②
多
数
の
客
を
招
待
し
た
時
な
ど
は
、
主
人
側
が
予
め
紅
紙
の
條
子
に
客
の
姓
名
を
書
い
て
、
卓
上
に
席
を
指
定
し
て
置
い
て
お

く
、
と
い
う
西
洋
風
に
似
た
こ
と
も
行
わ
れ
る
。

　

③
（
請
春
酒
の
如
く
、
極
め
て
打
ち
解
け
た
懇
意
仲
間
の
宴
会
で

は
、
こ
う
し
た
四
角
張
っ
た
礼
式
は
用
い
ず
）
客
同
士
が
互
い
に
譲

り
合
っ
て
席
に
つ
く
。
し
か
し
、
そ
の
座
位
に
は
自
ず
と
尊
卑
の
区

分
が
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
相
互
に
譲
り
合
う
間
に
、
自
然
と
決

ま
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

　

清
末
に
行
わ
れ
て
い
た
座
順
の
決
め
方

　

今
日
で
は
、
座
順
は
ほ
ぼ
西
洋
式
に
よ
る
取
り
決
め
に
よ
る
の

で
、
こ
こ
に
述
べ
る
ま
で
も
な
い
。
食
卓
と
い
っ
て
も
、
粗
末
な
も

の
に
白
木
綿
の
卓
布
を
掛
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
以
前
［
清

末
］
の
よ
う
に
、
卓
子
上
の
紋
と
か
、
あ
る
い
は
卓
面
の
大
理
石
の

花
紋
を
以
て
、
席
の
上
下
を
分
け
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
、
夢
に

も
考
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
か
つ
て
は
、
良
質
な
材
で
作
ら
れ
た
、

二
枚
板
で
出
来
て
い
る
八
仙
卓
の
座
面
の
場
合
、
卓
面
上
の
線
を
標

準
と
す
る
習
慣
が
あ
っ
た
。（【
図
7
参
照
】）
こ
の
線
が
部
屋
の
入

【図 7】
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り
口
（
室
門
）
と
垂
直
に
な
る
よ
う
に
卓
子
が
置
か
れ
た
時
に
は
、
線
の
左
右
が
上
座
と
な
り
、
室
門
に
対
し
た
方
が
下
座
と
な
る
。

主
人
は
室
門
を
背
に
し
た
所
に
座
る
。
ま
た
左
右
の
中
で
は
、
左
を
上
と
し
、
右
を
下
と
し
、
同
じ
く
左
で
は
主
人
の
席
か
ら
遠
い
方

が
上
、
近
い
方
が
下
と
な
る
。
中
央
の
線
が
室
門
と
平
行
に
な
る
よ
う
に
卓
子
を
置
い
た
場
合
は
、
室
門
に
対
し
た
方
が
上
席
と
な

り
、
次
に
左
方
、
次
に
右
方
と
い
う
順
に
な
る
。
こ
れ
を
一
般
に
「
朝
席
式
」
と
呼
ん
で
い
る
。

　

湖
北
省
の
「
靠
墻
為
大
」
に
つ
い
て

　

湖
北
省
で
は
、
座
席
の
上
下
に
つ
い
て
、「
靠
墻
為
大
」
と
い
う
俗
語
が
あ
る
。
こ
れ
は
偉
い
人
と
い
う
も
の
は
、
部
屋
の
奥
の
壁

を
背
に
し
て
傲
然
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
出
来
た
言
葉
で
あ
る
。「
大
」
は
位
の
高
い
も
の
を
さ
し
、
左
方
を
尊
方
と
し
て
「
大
邊
」

と
か
「
大
首
」
と
い
う
の
と
同
じ
で
あ
る
。

　

湖
北
人
は
室
内
に
卓
子
を
置
く
際
、
常
に
左
方
に
片
寄
せ
て
置
く
習
慣
が
あ
る
、
こ
れ
だ
と
常
に
壁
に
近
い
方
が
上
席
と
な
る
わ
け

で
、
方
位
を
知
ら
な
い
愚
人
共
が
何
で
も
壁
に
近
い
方
が
尊
い
の
だ
と
決
め
て
「
靠
墻
為
大
」
と
い
う
語
が
出
来
た
の
で
あ
る
。

b　

最
初
の
乾
杯
の
儀
礼
と
食
べ
始
め

　

客
が
全
員
、
席
に
つ
く
と
、
主
人
は
酒
壺
を
持
っ
て
酒
を
注
い
で
回
る
。
そ
の
順
序
は
、
客
席
の
上
下
の
順
に
よ
る
。
酒
壺
は
た
い

て
い
、
錫
製
で
、
形
は
圓
く
、
そ
れ
に
細
い
口
が
つ
い
て
い
る
。
細
い
柄
に
は
籐
が
巻
い
て
あ
る
。（
こ
の
柄
と
酒
壺
の
形
が
、
さ
な

が
ら
瓜
に
蔓
が
ま
と
い
つ
い
て
い
る
よ
う
な
の
で
、
湖
北
で
は
こ
れ
を
「
銀
酒
瓜
」
と
呼
ん
で
い
る
。）

　

主
人
が
こ
れ
を
持
っ
て
酌
を
す
る
時
、
客
は
必
ず
立
っ
て
盃
を
挙
げ
て
受
け
る
。
全
部
注
ぎ
回
る
と
、
主
人
は
自
分
の
席
か
ら
右
手

に
盃
を
持
ち
、
全
て
の
客
に
向
か
っ
て
体
を
左
か
ら
右
に
半
円
を
描
く
よ
う
に
回
し
て
、「
請
酒
」
と
い
う
。
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客
は
こ
れ
に
対
し
て
、
盃
を
挙
げ
て
「
謝
々
」
と
い
う
。
こ
れ
は
単
な
る
儀
礼
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
時
は
酒
は
飲
ま
な
い
。
主
人
が

盃
を
下
に
置
く
と
客
も
ま
た
下
に
置
く
。
暫
く
し
て
、
再
び
主
人
が
「
請
」（
ど
う
ぞ
）
と
勧
め
る
と
、
客
は
少
し
飲
む
。

　

主
人
が
箸
を
持
っ
て
「
請
用
」
と
勧
め
る
と
、
客
も
ま
た
箸
を
持
っ
て
「
謝
々
」
と
答
え
、
各
自
に
好
き
な
物
を
碟
の
中
か
ら
取
っ

て
食
べ
る
。

　

か
れ
こ
れ
と
話
し
て
い
る
う
ち
に
、
主
要
な
料
理
が
運
ば
れ
る
。
普
通
の
宴
会
で
あ
れ
ば
、
こ
の
時
、
主
人
が
簡
単
な
挨
拶
を
す

る
。（
請
春
酒
の
宴
会
で
は
、
そ
れ
ほ
ど
難
し
い
挨
拶
も
い
ら
な
い
。
簡
単
に
平
素
の
疎
遠
を
謝
す
る
程
度
の
も
の
で
い
い
。）
料
理
が

運
ば
れ
る
度
に
、
下
僕
は
卓
の
中
央
の
皿
を
整
理
し
て
、
新
た
な
菜
を
そ
こ
に
置
く
。

（
4
）
料
理
の
順
番

　

出
さ
れ
る
料
理
に
関
し
て
も
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
が
湖
北
省
の
人
間
で
あ
っ
た
た
め
か
、
湖
北
地
方
に
お
け
る
、「
請
春
酒
」
に

て
供
さ
れ
る
正
月
料
理
が
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
一
般
の
宴
会
に
お
け
る
料
理
に
も
言
及
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
、
出

さ
れ
る
料
理
に
つ
い
て
簡
潔
に
整
理
し
て
お
く
。

a　

湖
北
地
方
の
「
十
大
碗
」

　

湖
北
地
方
で
は
、
正
月
に
料
理
を
盛
る
際
、
多
く
碗
を
用
い
、
碟
や
盤
は
あ
ま
り
用
い
な
い
。

　

第
一
回
目
の
菜　

圓
子
類
（
団
圓
の
意
を
と
っ
た
め
で
た
い
も
の
で
、
北
京
で
は
見
な
い
料
理
）
の
う
ち
、
肉
圓
（
豚
肉
細
く
切
り

刻
み
調
味
料
を
加
え
た
も
の
を
油
で
揚
げ
、
肉
汁
を
か
け
た
も
の
）

 

第
二
回
目
の
菜　

圓
子
類
の
う
ち
、
魚
圓
（
魚
の
肉
を
砕
い
て
牽
粉
を
加
え
団
子
状
に
し
て
茹
で
あ
げ
た
も
の
）
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第
三
回
目
の
菜　

肉
糕
（
豚
肉
を
細
か
く
切
り
刻
み
、
調
味
料
や
牽
粉
を
入
れ
て
餅
状
に
し
て
蒸
し
た
も
の
）（
以
上
三
種
は
湖
北

特
有
の
も
の
で
、
正
月
料
理
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
）

　

第
四
回
目
の
菜　

叩
肉
（
走
油
肉
、
虎
皮
肉
と
も
い
い
、
豚
肉
の
塊
を
水
煮
し
て
浮
油
を
取
り
去
り
、
火
で
炙
っ
た
後
、
小
さ
く

切
っ
て
肉
の
間
に
醤
豆
干
な
ど
を
夾
み
、
蒸
し
た
も
の
）

　

第
五
回
目
の
菜　

蒸
肉
（
米
粉
と
混
ぜ
て
蒸
し
た
豚
肉
。
湖
北
の
中
で
も
北
部
は
粉
に
砂
糖
を
入
れ
る
な
ど
北
方
風
の
濃
い
味
を
、

南
部
は
揚
子
江
域
の
都
市
に
似
て
淡
味
を
好
む
）

　

第
六
回
目
の
菜　

蓮
子
（
宴
会
も
半
時
を
過
ぎ
る
と
、
冰
糖
蓮
子
羹
を
出
す
）
ま
た
は
八
宝
飯
（
果
飯
と
も
い
い
、
各
種
の
果
物
と

飯
と
を
詰
め
て
蒸
し
た
も
の
）

　

第
七
～
十
目
目
の
菜　

こ
の
四
種
は
普
通
、
一
緒
に
出
す
（
四
種
と
し
て
何
を
出
す
か
の
決
ま
り
は
な
い
が
、
桂
魚
の
照
焼
き
、
メ

リ
ケ
ン
粉
を
練
っ
て
白
菜
に
塗
っ
て
煮
た
も
の
に
野
菜
を
混
ぜ
た
も
の
、
椎
茸
に
肉
を
夾
ん
だ
も
の
、
蝦
ま
た
は
し
ら
す
に
海
産

物
を
混
ぜ
た
汁
な
ど
）。
普
通
、
料
理
は
食
べ
終
わ
る
と
引
き
下
げ
る
が
、
こ
の
四
種
だ
け
は
下
げ
な
い
の
で
、「
座
菜
」
と
も
呼

ぶ
。
こ
れ
ら
は
ご
飯
の
お
か
ず
に
す
る
も
の
で
、
味
は
皆
清
淡
で
あ
る
。
こ
の
料
理
が
出
さ
れ
る
こ
ろ
に
は
、
酒
も
す
で
に
終

り
、
ご
飯
が
一
緒
に
出
さ
れ
る
。

　

以
上
の
十
種
が
請
春
酒
の
宴
会
に
出
さ
れ
る
が
、
全
部
で
十
碗
あ
る
の
で
「
十
大
碗
」
と
呼
ぶ
。
碗
の
大
小
に
よ
っ
て
「
十
中
碗
」

と
も
い
う
。
料
理
を
十
に
限
る
の
は
、
請
春
酒
の
宴
会
で
は
、「
十
全
団
圓
」
の
意
を
表
わ
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

b　

普
通
の
宴
会
の
場
合

　

普
通
の
宴
会
に
て
僅
か
に
十
碗
ば
か
り
を
出
し
た
の
で
は
、「
草
席
」
と
そ
し
ら
れ
、
ご
馳
走
の
数
に
は
入
ら
す
、
か
え
っ
て
人
の
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嘲
笑
を
招
く
こ
と
に
な
る
。「
草
席
」
と
い
わ
れ
る
程
度
の
も
の
は
、
下
僕
や
人
夫
な
ど
を
ま
か
な
う
た
め
に
用
い
る
も
の
で
、
賓
客

に
出
す
も
の
で
は
な
い
。

　

中
国
の
上
流
階
級
で
は
、
肉
食
を
忌
む
傾
向
が
あ
り
、
貴
族
の
正
式
の
宴
会
に
は
魚
肉
は
あ
ま
り
使
用
し
な
い
で
、
海
産
物
な
ど
の

珍
味
を
喜
ぶ
。
こ
う
し
た
上
等
の
料
理
と
い
う
の
は
、
各
省
と
も
殆
ど
同
じ
料
理
法
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
上
流
階
級
の
人
々
が
、
役
人

と
し
て
各
地
に
勤
務
し
て
歩
き
、
そ
う
い
う
料
理
法
を
広
め
た
こ
と
に
原
因
が
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
各
地
特
有
の
料
理
と
い
う
の
は
、

か
え
っ
て
そ
の
地
方
に
お
け
る
中
流
以
下
の
家
庭
に
保
存
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

湖
北
省
に
お
い
て
も
、
草
菜
は
一
般
平
民
が
食
べ
る
も
の
で
あ
る
が
、
請
春
酒
の
宴
会
に
限
り
、
良
質
の
材
料
を
用
い
て
上
流
階
級

に
お
い
て
も
こ
れ
を
食
べ
る
。

（
5
）
宴
会
の
終
り
方

　
「
座
菜
」
が
出
さ
れ
る
と
、
飯
を
盛
っ
て
出
す
。

　

湖
北
は
米
の
産
地
で
あ
る
か
ら
、
米
を
常
食
と
し
て
麺
類
は
あ
ま
り
用
い
な
い
。
上
等
の
料
理
の
時
、
麺
製
の
点
心
が
あ
る
位
で
あ

る
。
米
を
常
食
に
し
て
い
る
地
方
で
は
麺
類
を
出
し
、
麺
を
常
食
と
し
て
い
る
地
方
で
は
米
飯
を
出
し
、
こ
れ
を
「
礼
飯
」
と
呼
ぶ

が
、
請
春
酒
の
宴
会
に
限
り
、
こ
の
例
に
拘
泥
せ
ず
、
日
常
の
食
事
を
出
す
。

　

正
式
の
宴
会
と
な
る
と
、
全
て
が
格
式
張
り
、
料
理
も
ま
た
淡
泊
で
、
互
い
に
譲
り
合
っ
て
十
分
に
満
足
す
る
ま
で
食
べ
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
こ
れ
で
は
ゆ
っ
く
り
と
新
年
の
喜
び
も
味
わ
え
な
い
と
、
料
理
も
俗
な
も
の
、
味
も
濃
い
も
の
に
す
る
な
ど
、
郷
里
の
調

子
を
そ
の
ま
ま
だ
し
て
い
く
と
こ
ろ
に
、
請
春
酒
の
宴
会
の
面
白
さ
が
あ
る
。
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食
事
が
終
わ
る
と
、
再
び
客
室
に
戻
り
、
茶
や
煙
草
が
勧
め
ら
れ
て
、
心
ゆ
く
ま
で
歓
談
に
耽
る
。

2
　
請
春
酒
の
宴
に
つ
い
て

　

請
春
酒
と
は
、
年
賀
に
来
た
親
戚
友
人
ら
を
、
日
を
改
め
て
ゆ
っ
く
り
と
招
待
し
て
、
酒
食
の
饗
宴
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。
大
抵
、

正
月
の
五
日
頃
か
ら
年
末
に
か
け
て
行
わ
れ
る
が
、
盛
ん
な
家
に
な
る
と
、
連
日
、
十
数
人
か
ら
数
十
人
の
客
を
招
待
し
て
盛
宴
を
張

る
。
後
述
の
よ
う
に
四
川
あ
た
り
で
は
、
以
前
は
一
月
六
日
頃
か
ら
始
め
て
、
二
月
、
三
月
ま
で
も
、
二
三
ヶ
月
に
わ
た
っ
た
行
わ
れ

た
も
の
で
、
そ
の
盛
大
さ
は
想
像
外
で
あ
る
。
こ
れ
は
単
に
富
豪
貴
人
の
家
ば
か
り
で
な
く
、
貧
乏
人
も
そ
れ
相
応
に
盛
大
に
行
い
、

官
衙
に
あ
っ
て
も
、
官
衙
仲
間
で
盛
大
に
行
う
た
め
、
そ
の
経
費
も
相
当
大
き
く
、
各
人
の
負
担
も
重
い
も
の
で
あ
っ
た
。
北
方
で

は
、「
団
拝
」
と
い
っ
て
、
団
体
で
共
同
し
て
行
な
い
、
割
合
楽
に
済
ま
す
方
法
が
あ
っ
た
［
こ
れ
に
つ
い
て
は
第
一
巻
で
述
べ
て
い

る
］。

　

請
春
酒
は
お
そ
ら
く
古
礼
の
郷
飲
酒
の
風
習
か
ら
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
古
来
よ
り
、
節
内
酒
（
上
元
節
、
即
ち
一
五
日
以

前
）
と
節
外
酒
（
上
元
節
、
即
ち
一
五
日
以
後
）
の
二
期
に
分
け
る
習
慣
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
分
け
る
の
は
、
親
戚
友
人
の
住
居

の
距
離
の
関
係
か
ら
で
、
元
日
の
二
三
日
に
年
賀
に
き
た
近
地
の
親
戚
友
人
に
は
、
節
前
に
招
待
し
な
け
れ
ば
失
礼
と
な
る
。
遠
方
の

親
戚
友
人
は
ど
う
し
て
も
年
賀
が
一
五
日
以
後
に
な
る
の
が
多
い
た
め
、
節
外
に
行
う
の
で
あ
る
。
春
酒
と
い
う
の
は
『
詩
経
』
に
も

見
え
る
言
葉
で
あ
る
が
、
俗
語
で
は
「
請
年
客
」
と
い
っ
て
、
年
賀
に
き
た
客
を
招
待
し
て
報
謝
す
る
こ
と
に
加
え
、
拝
年
に
来
た
客

に
対
し
、
万
一
、
答
拝
の
礼
を
失
し
て
い
な
い
と
も
限
ら
な
い
の
で
、
そ
れ
ら
も
考
慮
に
い
れ
て
改
め
て
招
待
す
る
も
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
招
待
さ
れ
る
客
は
年
賀
に
来
た
客
に
限
ら
れ
る
。
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ま
た
、
交
通
不
便
な
地
方
に
住
む
豪
族
の
場
合
、
正
月
中
旬
に
な
っ
て
遠
地
の
客
が
陸
続
と
し
て
拝
年
に
来
る
よ
う
な
場
合
、
こ
れ

を
数
日
間
、
家
に
逗
留
さ
せ
、
そ
の
間
の
客
を
合
併
し
て
一
席
の
宴
を
張
る
と
い
う
こ
と
も
行
わ
れ
る
。

（
1
）
北
京
に
お
け
る
商
家
の
請
春
酒
と
請
官
戯

　
［
北
京
に
お
け
る
商
家
の
請
春
酒
に
関
す
る
記
述
は
、
清
代
の
習
慣
の
続
き
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
が
、
内
容
か
ら
す
る
と
民
国
期

と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
ち
ら
で
整
理
す
る
こ
と
と
す
る
。］
北
京
市
内
の
各
商
店
の
多
く
は
、
年
末
ま
た
は
正
月
開
業
の
前
に
、
一
年

間
の
決
済
を
す
る
の
が
決
ま
り
で
あ
っ
て
、
売
り
上
げ
利
益
の
計
算
、
商
品
の
棚
卸
し
、
内
外
債
務
の
清
算
、
利
益
金
の
配
分
を
決
め

る
な
ど
、
決
算
し
て
納
税
証
明
書
を
具
申
し
、
万
金
賑
（
大
福
帳
）
に
記
入
し
、
株
主
に
通
知
す
る
。
ま
た
、
利
益
の
中
か
ら
儲
蓄

股
、
財
紳
股
、
厚
成
股
、
酬
労
股
な
ど
の
割
り
当
て
を
す
る
。
儲
蓄
股
と
は
、
純
利
益
の
う
ち
若
干
を
店
員
達
に
分
け
与
え
て
、
一
年

間
の
慰
労
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

財
紳
股
は
、
純
利
益
の
う
ち
若
干
を
も
っ
て
、
店
で
行
う
「
請
春
酒
」
と
「
請
（
聴
）
官
戯
」
の
費
用
に
あ
て
る
も
の
で
あ
る
。

　
「
請
春
酒
」
は
別
に
「
新
年
団
拝
」
と
も
「
聚
餐
会
」
と
も
い
い
、
店
と
店
と
の
心
情
の
聯
絡
を
計
る
為
に
行
う
。

　

予
め
、
某
某
飯
荘
に
若
干
の
席
を
定
め
、
某
日
請
春
酒
を
な
す
旨
を
通
知
す
る
。
請
春
酒
は
多
く
午
前
中
に
招
く
も
の
で
、
招
待
状

に
は
、
宴
会
後
は
劇
場
に
て
観
劇
を
す
る
こ
と
な
ど
を
書
く
。
こ
の
招
待
状
は
三
日
前
に
人
を
使
わ
し
て
送
り
届
け
る
（
先
に
、
招
待

状
を
当
日
届
け
る
こ
と
を
「
叫
」
と
い
う
と
書
い
た
が
、
北
京
で
は
、
二
日
前
に
案
内
す
る
こ
と
を
「
叫
」
と
い
い
、
当
日
な
っ
て
呼

ぶ
こ
と
を
「
提
溜
」
と
い
う
）。

　

ま
た
招
待
さ
れ
る
側
も
［
北
京
で
は
］
一
種
、
独
特
の
風
習
が
あ
る
。
そ
れ
は
時
間
を
守
ら
な
い
こ
と
で
あ
っ
て
、
招
待
状
に
も
し
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辰
の
刻
と
書
か
れ
て
い
る
場
合
は
、
巳
の
刻
か
牛
の
刻
ぐ
ら
い
に
な
っ
て
や
っ
と
集
ま
る
。
も
し
午
前
十
時
と
書
い
て
あ
れ
ば
、
十
二

時
頃
に
な
っ
て
も
尚
揃
わ
な
い
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
ま
た
「
擺
架
子
（
威
勢
を
張
る
）」
と
い
う
風
習
も
あ
る
。
こ
れ
は
そ
の
日
に
な
っ
て
衣
服
や
冠
り
物
は
既
に
揃
え
て
お
き

な
が
ら
も
、
招
待
者
の
方
か
ら
、
度
々
の
お
迎
え
が
来
る
ま
で
は
腰
を
上
げ
な
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
も
し
招
く
側
で
お
迎
え
の

使
者
を
出
さ
な
か
っ
た
時
に
は
、
行
く
準
備
は
出
来
て
い
な
が
ら
、
行
か
ず
に
仕
舞
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
極
端
な
例
で
あ
る
が
、

早
く
行
く
こ
と
は
、
い
や
し
く
見
ら
れ
る
恐
れ
が
あ
る
か
ら
、
重
々
し
く
し
て
い
て
、
三
度
催
促
さ
れ
て
始
め
て
出
か
け
る
と
い
う
態

度
で
あ
る
。

　

請
春
酒
に
招
待
さ
れ
る
客
は
以
下
の
三
種
に
分
け
ら
れ
る
。

①
株
主
、
及
び
正
月
決
済
時
に
お
け
る
手
伝
い
人
、
②
一
年
来
の
債
権
者
、
あ
る
い
は
事
務
管
理
の
手
伝
い
人
、
及
び
税
務
機
関
区
署

方
面
の
人
、
③
常
得
意
の
者
な
ど
。

　

時
刻
に
な
る
と
、
特
に
税
務
関
係
の
人
々
に
は
、
鄭
重
な
る
使
者
を
遣
わ
し
て
出
駕
を
促
し
、
客
が
集
ま
る
の
を
待
っ
て
宴
会
に
移

る
。

　

こ
の
日
の
楽
し
み
は
観
劇
で
あ
る
の
で
、
予
め
、
劇
場
の
座
席
を
予
約
し
て
よ
い
席
を
取
っ
て
お
く
よ
う
に
す
る
。
中
国
で
は
芝
居

の
座
席
を
定
め
る
こ
と
を
「
貼
坐
」
と
い
い
、
席
を
定
め
る
に
も
「
包
廂
」
と
「
散
廂
」
と
の
区
別
が
あ
る
。
前
者
は
左
右
の
二
階

で
、
舞
台
に
最
も
近
い
よ
い
席
で
、
四
、
五
人
分
の
ボ
ッ
ク
ス
席
で
あ
り
、
後
者
は
一
人
一
人
の
席
を
さ
す
。
席
が
定
ま
る
と
、
そ
こ

に
人
名
を
記
し
た
紙
片
を
貼
っ
て
、
予
約
済
み
の
意
味
を
示
す
。
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（
2
）
四
川
に
お
け
る
請
春
酒

　

四
川
で
は
、
正
月
五
日
の
「
破
五
」
に
よ
っ
て
正
月
中
の
諸
種
の
禁
忌
が
解
け
る
た
め
、
正
月
六
日
頃
か
ら
請
春
酒
が
行
わ
れ
始
め

る
。
い
か
な
る
家
で
も
こ
れ
を
行
う
が
、
特
に
官
場
や
裕
福
な
商
人
な
ど
金
持
ち
階
級
と
な
る
と
、
正
月
の
六
日
か
ら
始
め
て
、
殆
ど

連
日
の
よ
う
に
客
を
招
待
し
、
宴
を
張
る
。
役
人
は
、
親
戚
友
人
を
招
待
す
る
ほ
か
、
役
所
の
同
僚
、
同
学
、
ま
た
は
属
僚
な
ど
を
招

き
、
中
流
の
家
庭
で
も
そ
れ
ぞ
れ
の
親
戚
友
人
を
招
い
て
、
少
な
く
と
も
三
五
日
間
の
応
酬
を
行
い
、
二
月
末
日
ま
で
、
二
ヶ
月
に
も

わ
た
っ
て
行
わ
れ
る
風
習
が
あ
る
。
た
と
え
貧
乏
人
で
も
必
ず
一
回
位
は
客
を
招
い
た
。

　

こ
れ
は
四
川
省
が
他
省
に
比
べ
て
、
著
し
く
富
裕
な
土
地
で
あ
っ
た
事
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
が
、
近
年
来
、
兵
匪
の
難
を
受
け
て

人
民
は
甚
だ
困
窮
し
て
い
た
と
こ
ろ
へ
、
今
回
の
事
変
に
あ
っ
て
、
一
層
の
困
窮
に
墜
ち
た
四
川
人
に
は
、
昔
日
の
請
春
酒
の
風
な
ど

見
る
べ
く
も
な
い
だ
ろ
う
。

　

事
変
前
ま
で
は
、
各
城
市
の
中
に
だ
け
は
依
然
と
し
て
こ
の
風
が
存
在
し
、
郷
間
で
は
殆
ど
失
わ
れ
て
い
た
と
い
う
奇
妙
な
現
象
を

呈
し
て
い
た
。
そ
れ
以
前
は
城
市
よ
り
も
農
村
の
方
が
請
春
酒
の
風
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。
四
川
で
は
人
の
家
に
行
っ
て
客
に
な
る
こ
と

を
「
走
人
戸
」
と
い
う
が
、
こ
う
し
た
農
村
で
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
請
春
酒
の
習
慣
が
、
一
変
し
て
都
会
に
移
行
し
た
の
は
、
一

時
、
四
川
の
治
安
が
乱
れ
て
恐
怖
の
災
区
と
化
し
、
農
村
に
邸
宅
を
有
し
た
一
般
郷
紳
階
級
や
金
持
ち
連
中
は
皆
、
城
内
に
居
を
移
し

て
一
身
一
家
の
安
全
を
策
し
た
た
め
に
、
農
村
に
お
け
る
風
習
が
都
会
に
移
行
し
た
結
果
で
あ
っ
た
。

　

請
春
酒
で
出
さ
れ
る
料
理
は
、
通
常
と
僅
か
異
な
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
点
心
も
年
越
し
の
際
に
作
っ
た
特
別
な
も
の
（
硬
く
な
っ
た

年
糕
を
豚
油
で
揚
げ
た
も
の
な
ど
）
を
用
い
る
。
こ
の
他
、
乾
点
心
（
乾
し
て
作
っ
た
米
酥
な
ど
）
や
西
瓜
の
種
な
ど
も
出
さ
れ
る
。

各
人
に
盛
り
分
け
る
か
、
大
盤
に
盛
る
な
ど
し
て
、
大
抵
、
午
後
二
、
三
時
ご
ろ
か
ら
出
し
始
め
る
。
そ
う
し
て
全
て
の
客
が
揃
う
ま
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で
待
つ
。

　

客
が
揃
う
の
は
夕
方
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
こ
の
時
節
、
請
春
酒
を
催
す
者
が
多
い
の
で
、
招
か
れ
る
客
が
毎
日
、
幾
個
所
か
を
廻
る

た
め
に
、
な
か
な
か
予
定
の
時
刻
に
集
ま
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

客
が
揃
う
と
、
先
ず
前
菜
と
し
て
、
乾
盤
子
が
出
さ
れ
る
。
こ
れ
は
通
常
九
盤
で
あ
る
が
、
時
に
は
七
盤
、
一
三
盤
と
か
も
あ
る
。

盤
上
に
は
、
主
と
し
て
年
末
に
製
し
た
腊ほ
し
も
の物
で
、
猪ぶ
た
の
き
も肝
・
猪ぶ
た
の
し
た舌
・
猪
ぶ
た
の
じ
ん
ぞ
う
腰
・
香
ぶ
た
の
ち
よ
う
ず
め
腸
な
ど
で
あ
る
。

　

次
に
正
菜
が
出
さ
れ
る
。
こ
れ
も
九
種
が
普
通
だ
が
、
入
念
に
す
る
者
は
一
二
種
、
一
六
種
と
出
す
。
こ
の
料
理
も
年
飯
の
時
に
食

べ
た
料
理
と
同
じ
物
で
あ
る
が
、
年
飯
に
あ
っ
た
芹
菜
や
白
菜
の
代
わ
り
に
、
冬
笋
や
蒜
台
を
用
い
る
点
が
異
な
る
。

　

四
川
で
は
、
他
の
地
方
で
は
あ
ま
り
見
な
い
特
別
の
製
法
に
よ
る
「
春
餅
」
を
食
べ
る
。
作
り
方
は
極
上
の
メ
リ
ケ
ン
粉
を
水
で
捏

ね
、
鉄
板
の
上
で
薄
く
円
形
に
伸
ば
す
。
餅
の
中
に
「
挟
春
餅
菜
」
と
呼
ば
れ
る
料
理
（
腊
肉
絲
・
蒜
台
・
韮
黄
・
涼
菜
の
四
種
あ

る
）
を
入
、
筒
状
に
巻
い
て
食
べ
る
。
故
に
「
春
捲
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
涼
菜
の
中
に
は
「
芥か
ら
し
こ子

」
を
入
れ
る
が
、
辛
い
ほ
ど
よ
し
と

さ
れ
、
化
粧
を
し
た
婦
人
が
涙
を
流
し
な
が
ら
辛
い
春
餅
を
食
べ
る
の
も
、
四
川
省
の
春
酒
の
一
点
景
で
あ
る
。

（
3
）
湖
南
に
お
け
る
請
春
酒

　

都
市
の
一
般
家
庭
で
は
元
宵
節
以
前
に
行
な
い
、
富
裕
な
家
庭
で
は
節
後
に
行
う
こ
と
が
多
い
。
招
待
す
る
に
は
請
帖
を
用
い
る

が
、
普
通
の
家
庭
で
は
口
頭
で
伝
え
る
よ
う
で
あ
る
。
裕
福
な
家
に
は
、
堂
戯
台
の
設
備
が
あ
り
、
役
者
を
招
い
て
客
に
芝
居
を
楽
し

ん
で
も
ら
い
な
が
ら
、
堂
戯
酒
を
振
る
舞
う
。
宴
後
に
は
「
打
彩
」（
福
引
き
）
を
し
た
り
し
、
客
が
散
じ
る
の
は
夜
中
の
十
二
時
以

後
と
な
る
。

　

農
村
に
お
い
て
も
、
百
姓
家
で
も
中
流
以
下
の
家
庭
で
も
、
元
宵
節
以
前
に
、
正
月
に
年
賀
に
来
た
客
や
、
平
素
種
々
の
関
係
あ
る
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人
を
招
い
て
一
席
の
宴
を
張
る
も
の
が
多
い
。

　

上
流
家
庭
の
場
合
、
予
め
請
帖
で
も
っ
て
、
近
く
に
住
む
一
族
や
近
隣
の
身
分
の
あ
る
人
々
を
、
年
賀
に
来
た
か
否
か
の
別
な
く
招

待
し
、
酒
席
を
設
け
る
。
但
し
、
招
待
す
る
人
に
は
自
ず
か
ら
範
囲
が
あ
っ
て
、
た
と
え
年
賀
に
来
た
と
し
て
も
、
身
分
の
低
い
人
間

を
招
待
す
る
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
に
は
、
自
分
の
身
分
が
高
い
こ
と
を
誇
示
す
る
傲
慢
な
気
分
が
あ
る
こ
と
は
免
れ
な
い
。
も
っ
と

も
、
文
人
階
級
に
対
し
て
は
特
別
で
、
非
常
に
優
遇
し
た
。
昔
の
科
挙
時
代
に
あ
っ
て
は
、
今
日
こ
そ
赤
貧
洗
う
が
如
き
貧
書
生
で

も
、
一
旦
試
験
に
及
第
す
れ
ば
、
直
ち
に
高
科
に
幟
、
翰
林
の
官
に
至
れ
ば
皇
室
に
出
入
り
す
る
こ
と
も
出
来
る
も
の
で
あ
る
の
で
、

読
書
階
級
の
人
は
決
し
て
疎
か
に
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
民
国
以
来
、
こ
う
し
た
こ
と
は
一
つ
の
語
り
草
と
な
っ
た
。

　

少
し
身
分
の
あ
る
家
な
ら
、
料
理
人
を
雇
っ
て
あ
り
、
宴
会
用
の
器
具
も
揃
っ
て
い
る
の
で
、
料
理
屋
か
ら
料
理
を
取
り
寄
せ
る
よ

う
な
こ
と
は
し
な
い
。
わ
ざ
わ
ざ
料
理
を
取
り
寄
せ
て
客
に
振
る
舞
う
の
は
、
平
常
、
客
を
招
待
し
な
い
家
の
す
る
こ
と
で
、
家
の
恥

と
も
考
え
ら
れ
る
ぐ
ら
い
で
あ
る
。

（
4
）
杭
州
に
お
け
る
請
春
酒

　

杭
州
人
は
請
春
酒
の
宴
を
、
元
宵
の
日
か
、
ま
た
は
立
春
の
日
か
ら
開
始
す
る
。
開
催
の
場
所
も
自
宅
と
せ
ず
、
三
譚
印
月
・
葛
蔭

山
荘
・
汾
陽
別
墅
・
高
荘
・
西
冷
印
社
な
ど
西
湖
の
名
勝
と
呼
ば
れ
る
地
を
選
ん
で
す
る
。

　

当
日
に
な
る
と
、
主
人
側
は
料
理
人
や
酒
席
を
用
意
し
て
、
あ
る
い
は
船
に
よ
り
、
あ
る
い
は
人
に
運
ば
せ
て
目
的
地
に
先
着
し
て

客
を
待
つ
。
客
も
ま
た
船
に
乗
っ
た
り
、
轎
に
乗
っ
た
り
し
て
や
っ
て
く
る
が
、
三
譚
印
月
だ
け
は
湖
の
中
に
あ
る
た
め
、
船
に
よ

る
。
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（
5
）
文
人
の
春
宴

　

第
六
章
の
最
後
に
、
永
尾
は
、「
文
人
の
春
宴
」
と
い
う
項
目
を
た
て
、
文
人
墨
客
が
宴
会
の
余
興
と
し
て
行
う
、
詩
鐘
、
詩
條
、

酒
令
な
ど
を
、
具
体
例
を
挙
げ
な
が
ら
詳
し
く
紹
介
し
て
い
る
。
詳
細
は
こ
こ
で
は
割
愛
す
る
と
し
て
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
余
興
を
簡
単
に
紹
介
し
た
い
。

a　

詩
條　

古
今
の
名
人
の
詩
の
一
句
を
書
き
、
そ
の
中
の
一
字
を
欠
字
と
し
て
お
き
、
こ
れ
に
あ
て
る
文
字
を
い
く
つ
も
並
べ
て
お

い
て
、
そ
の
中
か
ら
適
意
の
文
字
を
選
ば
せ
る
。
人
口
に
膾
炙
し
て
い
る
も
の
で
は
面
白
み
が
な
い
の
で
、
な
る
べ
く
人
の
知

ら
な
い
も
の
の
方
が
面
白
い
。

b　

酒
令　

酒
令
も
文
人
の
集
会
に
て
行
わ
れ
る
遊
び
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
は
、
敗
者
は
罰
杯
を
飲
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
酒
令

に
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
多
く
文
芸
に
関
し
た
こ
と
を
行
う
と
こ
ろ
に
、
こ
の
遊
び
の
上
品
さ
が
あ
る
。

　
　

飛
花　

あ
る
一
つ
の
詩
句
を
主
人
が
題
目
と
し
て
あ
げ
、
そ
の
最
初
の
文
字
を
使
っ
た
詩
を
主
に
唐
詩
の
な
か
か
ら
吟
じ
る
。
直

ち
に
次
の
者
が
同
じ
文
字
を
使
っ
た
別
の
詩
を
吟
じ
る
。
参
加
者
が
一
巡
し
た
ら
、
題
目
の
詩
句
の
第
二
の
文
字
で
同
様
に
し

て
い
く
。
途
中
で
つ
か
え
た
り
、
間
違
っ
た
者
は
罰
杯
と
な
る
。

　
　

伝
花　

一
本
の
花
枝
を
、
首
座
の
者
か
ら
ゆ
っ
く
り
と
廻
ら
し
て
い
き
、
窗
の
外
で
太
鼓
が
鳴
ら
さ
れ
た
時
に
枝
を
手
に
し
て
い

た
者
が
負
け
と
な
る
。
簡
単
す
ぎ
て
、
あ
ま
り
面
白
み
は
な
い
。

　
　

點
將　

じ
ゃ
ん
け
ん
に
似
て
い
て
、
両
人
が
同
時
に
指
を
出
し
て
勝
敗
を
争
う
拇
戦
。
二
人
の
酒
豪
を
選
び
、
両
軍
の
元
帥
と
し
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て
、
他
の
者
は
将
と
し
て
ど
ち
ら
か
に
味
方
す
る
。
両
軍
が
将
を
出
し
て
拇
戦
で
勝
負
を
決
め
、
勝
ち
抜
き
戦
を
し
、
負
け
た

側
が
規
定
の
酒
を
元
帥
以
下
、
全
員
で
分
け
て
飲
む
。

　
　

捉
曹　

魏
の
曹
操
を
捉
え
る
と
い
う
故
事
か
ら
生
ま
れ
た
遊
び
で
、
曹
操
を
捉
え
る
劉
備
が
主
、
曹
操
が
賓
客
と
な
る
。
く
じ
引

き
で
一
座
の
人
間
を
両
軍
に
分
け
る
が
、
劉
備
の
籤
を
引
い
た
者
だ
け
は
そ
の
こ
と
を
皆
に
明
ら
か
に
し
、
一
座
の
中
で
曹
操

だ
と
思
う
者
の
所
へ
行
っ
て
籤
を
出
さ
せ
る
。
も
し
曹
操
の
部
下
で
あ
れ
ば
そ
こ
で
拇
戦
を
し
、
ま
た
次
の
者
を
探
す
。
う
ま

く
曹
操
を
探
し
当
て
れ
ば
、
一
同
、
酒
を
飲
み
、
ま
た
始
め
か
ら
行
う
。

　
　

訪
師　

捉
曹
と
同
じ
方
法
で
、
こ
ち
ら
は
西
遊
記
か
ら
取
っ
た
も
の
で
、
帥
は
三
蔵
法
師
、
探
す
者
は
孫
悟
空
と
な
る
。

　
　

送
翠　

主
人
が
一
つ
の
数
字
を
定
め
、
筆
で
書
い
て
磁
器
の
内
側
に
入
れ
て
、
ヒ
ン
ト
と
し
て
こ
れ
に
近
い
い
く
つ
か
の
数
を

い
っ
て
任
意
の
客
に
渡
す
。
客
は
そ
の
数
を
加
減
し
て
元
の
数
を
当
て
る
。
違
う
場
合
、
主
人
は
黙
っ
て
い
て
、
次
の
任
意
の

客
の
所
に
磁
器
を
廻
す
。
も
し
当
た
れ
ば
、
主
人
は
「
翠
」
と
言
い
、
当
て
ら
れ
た
客
が
罰
杯
を
飲
む
。

3
　
清
朝
時
代
の
宴
会

（
1
）
清
代
の
官
僚
に
つ
い
て

　
［
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
は
杭
州
出
身
者
の
よ
う
で
、
三
の
「
満
漢
酒
席
に
つ
い
て
」
ま
で
は
、
清
代
の
杭
州
付
近
に
お
け
る
官
場
、

お
よ
び
そ
の
家
族
が
行
っ
て
い
た
請
春
酒
な
ど
の
記
述
と
な
っ
て
い
る
。］

　

清
代
の
地
方
官
に
は
、「
主
官
」
と
「
客
官
」
の
区
別
が
あ
っ
た
。
主
官
と
は
、
直
接
人
民
を
治
め
る
事
を
掌
る
役
人
で
、
客
官
と
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は
、
税
金
を
徴
収
し
た
り
、
塩
政
の
事
な
ど
を
掌
る
役
人
で
あ
る
。

　

主
官
、
客
官
の
区
別
な
く
、
地
方
官
た
る
も
の
は
、
公
事
で
な
い
場
合
、
自
由
に
他
の
公
署
に
出
入
り
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ

た
。
一
県
も
し
く
は
一
府
の
政
治
を
預
か
る
も
の
が
出
入
り
常
な
し
と
あ
っ
て
は
、
人
民
の
迷
惑
も
大
き
く
、
且
つ
、
地
方
官
の
出
入

り
に
は
そ
れ
ぞ
れ
一
定
の
規
約
が
あ
っ
て
、
礼
服
を
着
用
し
、
儀
仗
を
整
え
て
堂
々
た
る
威
儀
を
整
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

地
方
の
山
川
名
勝
に
対
し
て
も
同
様
で
、
自
由
に
家
族
を
連
れ
て
物
見
遊
山
と
洒
落
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
特
に
妓
女
を
携

え
て
遊
ぶ
な
ど
最
も
注
意
を
引
く
こ
と
で
あ
っ
た
。
も
し
上
官
の
弾
劾
に
あ
え
ば
、
軽
く
て
降
級
、
重
け
れ
ば
黜
退
を
受
け
、
妓
女
を

携
え
て
遊
ん
だ
如
き
に
対
し
て
は
、
軽
く
撤
任
、
重
け
れ
ば
革
職
と
い
う
よ
う
に
、
相
当
厳
重
な
規
則
が
あ
っ
た
。

　

公
事
に
よ
っ
て
衙
門
を
出
入
り
す
る
に
も
、
一
定
の
規
約
が
あ
り
、
そ
れ
に
従
わ
な
い
と
処
罰
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
あ
る
県
の
知
県

が
州
に
来
て
上
官
に
面
会
し
よ
う
と
す
る
時
に
は
、
前
も
っ
て
文
章
を
も
っ
て
許
可
を
受
け
、
県
の
公
事
は
全
て
県
衙
門
に
お
い
て
取

り
捌
き
得
る
よ
う
に
処
置
し
て
後
、
初
め
て
任
地
を
離
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
は
文
官
も
武
官
も
同
様
で
あ
る
。
特
に
武
官
に
お

い
て
は
、
戦
場
で
自
分
の
守
る
べ
き
場
所
を
離
れ
て
退
却
な
ど
す
れ
ば
死
罪
で
あ
る
。

　

清
朝
時
代
の
役
人
が
、
便
服
で
衙
門
の
出
入
り
を
許
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
彼
ら
の
官
舎
が
必
ず
役
所
の
奧
に
置
か
れ

て
、
い
わ
ば
役
所
の
中
に
住
ん
で
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
相
当
に
窮
屈
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
う
し
た
窮
屈
な
規
則

も
、
清
朝
末
期
に
は
相
当
、
ゆ
る
や
か
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
っ
た
。

（
2
）
官
僚
の
宴
会
お
よ
び
請
春
酒

　

客
官
に
お
い
て
は
、
直
接
人
民
に
及
ぼ
す
影
響
は
な
い
が
、
官
規
は
主
官
と
同
じ
で
あ
る
。
春
酒
の
応
酬
な
ど
の
挙
に
し
て
も
、
こ

の
官
規
は
適
用
さ
れ
、
公
署
以
外
で
開
催
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
故
に
、
地
方
官
の
開
催
す
る
宴
会
は
殆
ど
公
署
内
に
お
い
て
礼
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服
着
用
の
上
で
行
わ
れ
た
。

　

長
官
が
属
官
を
招
い
て
宴
を
張
る
場
合
も
同
様
で
、
た
だ
は
じ
め
の
間
は
制
服
着
用
の
ま
ま
で
あ
る
が
、
食
事
の
途
中
に
い
た
っ

て
、
便
帽
に
換
え
、
外
褂
を
脱
ぎ
去
る
ぐ
ら
い
の
便
法
は
講
ぜ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
長
官
に
招
待
さ
れ
る
下
僚
は
、
案
外
、
愉
快
な
も

の
で
は
な
く
、
宴
会
中
も
た
だ
一
般
的
に
酒
を
飲
み
、
談
笑
す
る
だ
け
で
、
拳
を
打
っ
た
り
、
そ
の
他
の
遊
戯
を
行
う
事
は
長
官
に
対

し
て
差
し
控
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
加
え
て
長
官
招
待
の
宴
で
は
、
宴
会
の
終
わ
っ
た
後
、
属
官
は
長
官
の
僕
人
に
対
し
て
「
壓
卓

費
」
と
い
っ
て
、
然
る
べ
き
心
付
け
（
八
元
か
ら
二
〇
元
位
ま
で
）
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
習
慣
が
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
属
官
ら

が
集
ま
っ
て
、
長
官
を
招
待
す
る
場
合
に
は
、
長
官
は
や
は
り
属
官
ら
の
部
屋
に
属
す
る
僕
人
に
相
当
の
心
付
け
を
暮
れ
て
や
る
。
こ

れ
を
「
倒
壓
卓
」
と
言
っ
た
。
但
し
、
同
輩
間
の
宴
会
で
は
、
こ
う
し
た
礼
儀
は
な
い
。

　

役
人
の
婦
人
同
志
の
間
で
も
請
春
酒
が
行
わ
れ
た
が
、
こ
れ
も
ま
た
、
衙
署
内
の
官
宅
で
行
わ
れ
た
。
こ
の
時
は
主
人
の
階
級
に
応

じ
た
礼
服
を
着
用
す
る
。
客
が
到
着
す
る
と
、
招
待
客
で
あ
る
女
主
人
自
ら
茶
を
勧
め
て
点
心
を
出
す
。
こ
の
点
心
を
「
到
客
点
心
」

と
い
い
、
盤
に
盛
っ
た
乾
点
心
と
茶
を
出
す
。

　

客
は
点
心
を
食
べ
終
わ
る
と
、
一
同
、
便
服
に
着
替
え
、
こ
の
と
こ
ろ
で
、［
女
］
主
人
は
酒
を
酌
み
席
を
定
め
て
、「
万
福
礼
」
を

行
う
。
次
い
で
、
主
客
は
［
女
］
主
人
に
向
か
っ
て
同
様
に
酒
を
注
ぎ
、
来
客
一
同
揃
っ
て
「
万
福
礼
」
を
行
う
。「
万
福
礼
」
と
は

礼
の
美
称
で
あ
る
。
酒
を
注
ぎ
席
が
定
ま
っ
た
後
、
一
た
び
深
揖
を
行
う
の
は
恭
敬
を
表
わ
す
た
め
で
あ
る
。

　

こ
の
礼
が
終
わ
る
と
、
宴
会
に
移
る
。
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（
3
）
満
漢
酒
席
に
つ
い
て

　
「
満
漢
酒
席
」
と
呼
ば
れ
る
酒
席
で
は
、
点
心
を
非
常
に
多
く
用
意
し
て
お
い
て
、［
宴
会
が
始
ま
る
前
の
］
来
客
に
そ
れ
ぞ
れ
出

す
。

　

満
漢
酒
席
で
は
、
先
ず
第
一
に
燕
席
を
出
す
の
が
至
っ
て
鄭
重
な
料
理
で
、
次
い
で
満
洲
式
の
焼
八
宝
猪
と
焼
鴨
と
白
酒
を
出
す
の

が
、
甚
だ
恭
敬
の
意
を
尽
く
し
た
も
の
で
あ
る
。
焼
八
宝
猪
と
い
う
の
は
、
子
豚
を
用
い
、
腹
中
の
臓
物
を
取
り
除
き
、
そ
の
中
へ
八

種
の
実
（
紅
棗
・
蓮
子
・
苡
仁
・
芡
実
・
白
扁
豆
・
糯
米
・
栗
子
・
銀
杏
）
を
詰
め
、
火
で
焼
い
た
も
の
。
食
卓
に
出
す
時
は
、
長
方

形
の
盆
に
載
せ
、
豚
の
形
を
壊
さ
な
い
よ
う
に
細
か
く
刀
を
入
れ
て
お
く
。

　

満
漢
酒
席
の
料
理
と
し
て
は
、
八
宝
猪
と
焼
鴨
の
他
に
、
八
種
の
大
菜
と
八
種
の
中
菜
、
四
碗
の
蜜
菜
が
あ
る
。
蜜
菜
は
よ
く
煮
た

甘
い
野
菜
類
（
蓮
子
・
苡
仁
・
百
合
・
扁
豆
な
ど
）
で
、
前
菜
で
あ
る
。

　

卓
上
に
は
、［
あ
ら
か
じ
め
］
四
鮮
菜
・
四
冷
蜜
・
四
乾
果
・
四
冷
葷
を
出
し
て
お
く
。
前
菜
で
あ
る
蜜
菜
を
食
べ
終
え
る
と
、
燕

菜
を
勧
め
る
。
全
て
料
理
を
出
す
方
式
と
し
て
、
大
菜
一
つ
を
出
す
と
次
に
中
菜
二
つ
を
出
す
。
次
い
で
、
魚フ
カ
ヒ
レ翅
を
出
し
、
終
わ
っ
た

ら
ま
た
中
菜
二
つ
を
出
す
。
次
に
焼
魚
を
出
し
、
終
わ
っ
た
ら
ま
た
中
菜
二
つ
を
出
す
。
こ
の
三
大
菜
が
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
焼
八

宝
猪
と
焼
鴨
を
出
す
。

　

満
洲
式
の
料
理
で
は
、
合
間
合
間
に
点
心
を
出
す
の
が
普
通
で
、
口
直
し
に
非
常
に
効
果
が
あ
る
。
満
席
の
時
に
は
、
酒
は
白
酒
を

用
い
、
満
席
が
終
わ
っ
て
漢
席
に
移
る
と
、
黄
酒
を
用
い
る
。

　

一
大
菜
の
後
に
二
つ
の
中
菜
を
出
す
こ
と
、
四
回
に
し
て
、
宴
会
を
終
わ
る
。
こ
の
四
回
目
の
大
菜
は
宴
会
が
終
わ
る
と
い
う
合
図

の
よ
う
な
も
の
で
、
こ
の
時
、
主
人
は
立
ち
上
が
っ
て
、
改
ま
っ
た
口
調
で
料
理
の
不
佳
不
味
を
詫
び
、
客
の
枉
駕
を
謝
し
、
客
も
ま
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た
主
人
の
好
意
を
敬
謝
し
て
、
宴
会
が
終
わ
る
。

　

な
お
、
郷
紳
家
に
お
け
る
請
春
酒
の
習
慣
も
、
こ
れ
と
殆
ど
同
じ
で
、
時
と
し
て
制
服
を
着
な
い
も
の
が
あ
る
、
と
い
う
点
が
異
な

る
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
宴
会
の
時
に
制
服
を
着
る
と
い
う
の
は
、
外
省
任
務
の
役
人
に
限
る
こ
と
で
、
北
京
に
お
い
て
は
こ
う
し
た
こ

と
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
特
に
厳
格
で
あ
っ
た
の
は
杭
州
地
方
で
、
官
場
の
女
脊
も
ま
た
必
ず
制
服
を
着
用
し
て
門
を
入
り
、
辞
去
す

る
時
に
は
便
服
に
着
替
え
て
門
を
出
る
、
と
い
う
習
慣
が
あ
っ
た
。
杭
州
地
方
で
は
、
役
人
が
こ
う
し
た
習
慣
で
あ
っ
た
か
ら
、
下
の

一
般
庶
民
も
、
自
然
と
こ
う
し
た
風
習
に
倣
っ
て
、
請
春
酒
の
宴
を
行
っ
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
、
庶
民
に
は
制
服
は
な
い
の
で
、
た
だ

宴
席
の
方
法
を
倣
っ
た
の
で
あ
る
。

4
　
考
察

　

詳
細
な
記
述
を
誇
る
本
書
で
は
あ
る
が
、
丹
念
に
記
述
を
読
み
込
ん
で
い
く
と
、
地
域
性
や
時
代
的
な
変
化
な
ど
の
面
に
お
い
て
、

必
ず
し
も
系
統
的
な
記
述
に
は
な
っ
て
お
ら
ず
、「
寄
せ
集
め
」
的
な
印
象
は
ぬ
ぐ
え
な
い
。
そ
の
最
大
の
理
由
は
、
永
尾
自
身
の
見

聞
の
ほ
か
、
複
数
の
中
国
人
イ
ン
フ
ァ
ー
マ
ン
ト
か
ら
の
情
報
か
ら
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
宴
会
儀
礼
の
手
順
に
関
し
て
も
、
記

述
に
は
ば
ら
つ
き
が
み
ら
れ
、
中
国
人
の
宴
会
を
構
造
的
に
分
析
し
よ
う
と
い
う
意
図
は
あ
ま
り
な
い
。
こ
の
点
で
は
、
一
人
で
執
筆

し
た
ウ
ォ
ル
シ
ュ
の
『
清
国
作
法
指
南
』
の
方
が
、
系
統
的
な
記
述
と
な
っ
て
い
て
読
み
応
え
が
あ
る
。

　

と
は
い
え
、
本
書
の
価
値
は
そ
の
分
析
よ
り
も
、
詳
細
な
記
述
に
あ
る
。
記
述
を
利
用
す
る
に
際
し
て
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら

「
資
料
批
判
」
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、
こ
の
作
業
さ
え
踏
め
ば
、
本
書
の
資
料
と
し
て
の
価
値
は
、
今
日
で
も
十
分
に
あ
る
。
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（
1
）
招
待
状
に
つ
い
て

　

招
待
状
に
関
し
て
は
、
宴
会
の
手
順
の
中
で
も
、
多
く
の
紙
面
を
割
い
て
詳
し
く
記
述
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
定
か
で
は
な
い

が
、
歴
史
的
な
記
述
を
加
え
た
こ
と
も
分
量
が
増
え
た
一
因
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
宴
会
儀
礼
の
最
初
の
重
要
な
や
り
と
り
が

招
待
状
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
こ
れ
に
つ
い
て
詳
述
す
る
の
は
、
理
に
か
な
っ
た
こ
と
で
は
あ
る
。
但
し
、
記
述
に
は
歴
史
的

な
こ
と
も
合
わ
せ
て
書
か
れ
て
お
り
、
整
理
し
な
が
ら
読
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

昔
の
習
慣
（
清
末
を
指
し
て
い
よ
う
）
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
、
五
日
前
に
出
す
の
を
「
請
」、
一
日
前
に
出
す
の
を
「
拉
」、
当
日

出
す
の
を
「
叫
」
と
呼
ん
だ
、
と
い
う
の
は
他
の
資
料
で
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
興
味
深
い
。
鄭
重
に
な
る
ほ
ど
、
招
待
状
は

早
め
に
届
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
少
な
く
と
も
五
日
前
と
い
う
の
は
、
資
料
の
中
で
は
一
番
長
い
。

　

招
待
状
は
、
請
帖
を
封
筒
に
入
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
請
帖
は
厚
い
紅
紙
で
、
封
筒
も
紅
紙
で
、
合
わ
せ
目
を
表
に
し
、
そ
の
上
に

細
長
い
紅
紙
を
貼
り
、
こ
こ
に
先
方
の
宛
名
を
書
い
た
。
さ
ら
に
丁
寧
に
し
た
け
れ
ば
、
封
筒
の
裏
側
に
緑
色
の
紙
を
合
わ
せ
て
二
重

に
し
た
。

　

封
筒
の
大
き
さ
が
長
さ
一
尺
×
幅
四
五
寸
と
い
う
の
は
、
日
本
の
尺
に
し
ろ
中
国
の
尺
に
し
ろ
、
長
さ
が
三
〇
セ
ン
チ
以
上
と
、
か

な
り
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　

先
方
の
宛
名
を
書
く
際
、
名
を
書
く
の
は
非
礼
で
姓
だ
け
を
書
い
た
が
、
住
所
を
書
い
て
は
な
ら
な
い
理
由
も
面
白
い
。

　

と
こ
ろ
で
永
尾
は
、
続
く
記
述
で
、
封
筒
の
中
に
、
長
い
紙
を
五
六
頁
に
折
り
畳
ん
だ
摺し
よ
う

を
入
れ
る
と
し
て
い
る
。
文
字
通
り
に

解
釈
す
る
と
、
封
筒
に
は
、
厚
い
紅
紙
に
加
え
て
、
摺
を
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
摺
の
裏
に
緑
色
の
紙
を
つ
け
る
こ
と
も
あ
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り
、
さ
ら
に
摺
の
第
一
頁
の
内
側
に
は
、
招
待
の
事
由
や
日
時
な
ど
を
書
い
た
紙
片
を
入
れ
る
と
あ
り
、
厚
紙
と
摺
の
両
方
を
入
れ
る

と
封
筒
は
な
か
り
の
厚
さ
と
な
っ
て
し
ま
う
。

　

摺
を
入
れ
る
様
式
が
清
代
の
も
の
な
の
か
、「
最
近
」
の
大
都
会
に
お
け
る
流
行
の
招
待
状
の
場
合
な
の
か
を
明
記
し
て
い
な
い
が
、

手
の
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
清
代
の
様
式
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
摺
を
入
れ
る
の
が
清
末
に
お
け

る
最
も
フ
ォ
ー
マ
ル
な
形
式
で
、
摺
に
代
わ
っ
て
一
枚
の
紅
い
厚
紙
を
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
民
国
期
の
情
況
と
い
う
こ
と
で
あ

ろ
う
。

　

そ
の
証
拠
に
、
永
尾
は
、
請
春
酒
な
ど
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
宴
会
の
場
合
、
あ
ま
り
親
し
く
な
い
人
に
出
す
場
合
は
、
幾
分
、
上

述
の
形
式
（
清
末
の
様
式
）
を
踏
ん
で
丁
寧
に
す
る
が
、
そ
れ
で
も
全
簡
は
用
い
ず
、
紅
紙
の
封
筒
と
単
帖
だ
け
で
い
い
、
と
し
て
い

る
。
実
際
、「
最
近
」
の
流
行
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
【
図
4
・
5
】
で
は
、
封
筒
に
入
れ
る
の
は
摺
で
は
な
く
、
一
枚
の
厚
紙
と

な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
当
時
の
こ
う
し
た
流
行
の
紹
介
も
、
今
と
な
っ
て
は
歴
史
的
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
今
日
の
印
刷
さ
れ
た
請
帖
は
こ
れ
ほ

ど
ご
て
ご
て
し
て
お
ら
ず
、
も
っ
と
す
っ
き
り
と
し
た
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
縦
横
の
寸
法
も
、
こ
れ
ほ
ど
縦
長
で
は
な

く
、
西
洋
の
カ
ー
ド
の
よ
う
な
サ
イ
ズ
に
な
っ
て
い
る
。
ウ
ォ
ル
シ
ュ
の
『
清
国
作
法
指
南
』
の
中
で
は
、
招
待
状
の
サ
イ
ズ
を
八
×

五
イ
ン
チ
（
二
〇
×
一
三
セ
ン
チ
）
の
紅
い
一
枚
の
紙
と
し
て
る
。
ま
た
色
に
つ
い
て
も
、
一
部
の
地
方
で
は
も
う
少
し
小
さ
い
白
い

紙
を
使
う
、
と
し
て
い
る
。

　

摺
と
そ
の
裏
に
緑
色
の
紙
を
つ
け
た
も
の
を
、
完
全
な
る
礼
簡
の
意
味
で
「
全
簡
」
も
し
く
は
「
簡
帖
」
と
呼
ん
だ
。
ま
た
、
摺
の

第
一
頁
の
内
側
に
入
れ
る
紙
片
を
「
単
帖
」
と
呼
ん
だ
。「
単
帖
」
に
、
招
待
の
事
由
と
日
時
、
招
待
者
の
男
女
の
別
、
居
住
地
、
姓
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名
な
ど
を
書
い
た
。
な
お
、
婚
礼
や
葬
儀
の
際
の
文
面
、
主
人
側
の
名
を
書
く
際
の
細
か
な
規
則
の
記
述
は
貴
重
で
あ
る
。

　

こ
の
「
単
帖
」
と
「
全
簡
（
簡
帖
）」、
お
よ
び
そ
れ
ら
を
入
れ
る
封
筒
の
全
て
を
称
し
て
「
帖
子
」
と
呼
び
、
こ
れ
を
「
拝
帖
盒
子

（
簡
盒
）」
と
呼
ば
れ
る
文
箱
の
中
に
入
れ
て
、
下
僕
に
持
た
せ
て
届
け
さ
せ
る
こ
と
を
「
下
帖
子
」
と
言
っ
た
。

　

清
末
に
お
け
る
招
待
状
の
様
式
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
官
庁
の
強
い
影
響
で
あ
る
。
例
え
ば
、
封
筒
の
口
を
封
じ
る
と
こ
ろ
は
中
に

折
り
込
む
か
、
折
っ
て
お
く
か
し
、
糊
付
け
し
な
い
と
い
う
の
は
、
清
代
、
役
所
で
用
い
た
公
文
の
封
筒
の
形
式
で
あ
る
と
か
、
摺
も

役
所
で
遣
う
公
文
摺
の
形
式
と
同
一
で
あ
る
、
と
い
う
指
摘
が
そ
れ
で
あ
る
。

　

招
待
状
の
様
式
に
関
し
て
は
、「
知
単
」
に
つ
い
て
の
記
述
も
貴
重
で
あ
る
。
請
春
酒
な
ど
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
宴
会
の
場
合
、

あ
ま
り
親
し
く
な
い
人
に
出
す
時
は
、
紅
紙
の
封
筒
と
単
帖
だ
け
で
い
い
と
し
て
い
る
が
、
極
く
親
し
い
人
へ
は
、
一
層
、
略
式
で
、

招
待
状
と
共
に
、
招
待
さ
れ
る
者
の
名
を
連
記
し
た
「
知
単
」
を
、
宴
会
の
前
日
に
、
下
僕
に
持
た
せ
て
先
方
の
門
番
に
差
し
出
す
、

と
し
て
い
る
。
こ
の
時
の
招
待
状
は
、
紅
紙
の
帖
の
首
に
「
○
日
潔
樽
候
光
」
と
だ
け
書
い
た
も
の
で
、
そ
の
下
に
、
知
単
を
添
え
る

が
、
知
単
を
封
筒
に
入
れ
る
こ
と
は
し
な
い
。

　

永
尾
は
、【
図
6
】
の
如
く
、
知
単
の
実
物
を
本
書
に
付
し
て
い
る
。
表
紙
に
あ
た
る
頁
に
「
知
単
」
の
二
字
を
印
刷
し
、
第
二
頁

に
招
待
状
面
に
印
刷
さ
れ
た
の
と
同
じ
文
を
印
刷
し
、
第
三
頁
か
ら
、
主
人
側
が
、
招
待
す
る
人
々
の
氏
名
と
住
所
を
書
き
込
む
、
と

あ
り
、
こ
の
場
合
の
知
単
は
、
一
枚
の
紙
で
は
な
く
、
折
り
畳
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
も
他
の
資
料
に
は
な
い
記
述
で
、
お
そ

ら
く
当
初
は
「
摺
」
の
形
式
を
模
し
た
も
の
が
使
わ
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
あ
る
い
は
、
招
待
客
の
人
数
が
多
い
場
合
、
こ
の
よ
う

に
折
り
畳
ん
だ
も
の
が
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。　

　

知
単
に
対
す
る
返
事
の
仕
方
は
、
特
に
目
新
し
い
点
は
な
い
が
、「
知
単
は
、
招
待
さ
れ
る
側
に
と
っ
て
は
、
そ
の
席
に
如
何
な
る
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人
が
招
か
れ
て
い
る
か
を
一
目
し
て
知
る
こ
と
が
出
来
る
し
、
主
人
側
に
と
っ
て
も
、
先
方
の
出
欠
を
知
る
控
え
帖
と
な
る
。
主
人
側

は
こ
れ
に
て
来
客
の
数
が
分
る
の
で
、
そ
れ
だ
け
の
料
理
を
準
備
す
れ
ば
い
い
」
と
い
う
観
察
は
的
を
射
て
い
る
。
出
欠
を
保
留
す
る

「
知
」
と
曖
昧
に
書
か
れ
て
は
、
主
人
側
も
正
確
な
数
を
把
握
で
き
な
い
が
、
卓
の
も
つ
収
容
人
数
の
柔
軟
性
や
、
取
り
分
け
て
食
べ

る
中
国
料
理
の
特
質
を
考
え
る
と
、
ア
バ
ウ
ト
な
数
で
な
ん
ら
問
題
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
ウ
ォ
ル
シ
ュ
の
『
清
国
作
法
指
南
』
の
中
で
も
「
知
単
」
へ
の
言
及
が
あ
る
が
、「
知
単
」
を
出
す
の
は
招
待
客
の
数
が
多

い
場
合
で
、
招
待
状
が
届
け
ら
れ
た
翌
日
（
即
ち
宴
会
の
前
日
）
に
別
途
、
回
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。
永
尾
の
記
述
は
、
知
単
は
人
数

が
多
い
場
合
だ
け
で
な
く
、
ご
く
親
し
い
間
柄
で
出
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
招
待
状
で
あ
る
単
帖
と
同
時
に
回
状
さ
れ
る
点
が
、
異
な

る
。
情
況
に
よ
っ
て
は
、
こ
の
二
通
り
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
2
）
客
間
で
の
客
の
接
待

　

宴
会
の
開
始
時
刻
が
、
通
常
は
午
後
六
、
七
時
か
ら
で
あ
る
こ
と
は
今
日
と
変
ら
な
い
が
、
請
帖
に
明
記
し
て
あ
る
時
間
が
正
確
に

守
ら
れ
る
こ
と
は
殆
ど
な
い
と
い
う
の
は
、
さ
す
が
に
今
は
な
い
。
し
か
し
、
清
末
で
あ
れ
ば
、
官
僚
な
ど
が
敢
え
て
時
間
に
遅
れ
て

来
た
と
い
う
の
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

客
が
来
る
と
、
先
ず
客
室
に
通
し
た
。
民
国
期
の
北
京
な
ど
の
大
都
市
で
は
、
西
洋
式
に
装
飾
し
た
応
接
室
が
流
行
し
て
い
た
が
、

北
方
で
は
「
火
炕
」
が
、
南
方
で
は
「
木
炕
」
や
方
卓
、
茶
卓
、
太
師
椅
な
ど
が
置
か
れ
て
い
た
。
北
方
の
場
合
、
主
な
客
は
火
炕
の

上
に
乗
せ
る
が
、
そ
の
他
の
客
は
椅
子
に
座
ら
せ
る
と
い
う
記
述
は
、
火
炕
と
椅
子
と
が
併
用
さ
れ
て
い
る
場
合
、
火
炕
の
方
が
上
位

に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
て
興
味
深
い
。
特
に
冬
で
あ
れ
ば
、
温
か
な
火
炕
の
上
が
特
等
席
と
な
る
が
、
全
員
を
座
ら
せ
る
ス

ペ
ー
ス
は
な
い
。
ま
た
、
南
方
に
お
け
る
木
製
の
寝
台
を
「
木
炕
」
と
呼
ぶ
の
は
、
火
炕
の
生
活
に
慣
れ
た
満
族
側
の
呼
び
方
で
、
南
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方
の
人
間
は
火
炕
な
ど
見
た
こ
と
も
な
い
の
で
、
こ
の
よ
う
に
呼
ぶ
こ
と
は
な
い
。

　

卓
と
椅
子
の
飾
り
付
け
に
つ
い
て
の
記
述
も
、
民
国
期
の
も
の
と
し
て
は
珍
し
い
。
特
に
請
春
酒
の
場
合
、
新
春
の
吉
色
で
あ
る
紅

色
を
用
い
、
方
卓
に
は
紅
色
の
緞
子
類
に
刺
繍
を
し
た
卓
幃
を
か
け
、
椅
子
の
上
に
も
紅
緞
に
刺
繍
を
施
し
た
椅
披
を
か
け
、
そ
の
上

に
紅
色
の
墊
子
を
置
い
た
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
卓
と
椅
子
は
、
客
間
に
置
か
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
食
堂
に
置
か
れ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

　

客
が
揃
う
ま
で
、
客
間
で
茶
の
接
待
を
す
る
と
い
う
の
は
、
全
国
的
な
様
式
で
あ
る
。
主
人
は
来
た
客
か
ら
上
座
に
座
ら
せ
る
が
、

他
の
客
が
来
た
ら
、
主
人
と
先
客
は
立
っ
て
こ
れ
を
迎
え
、
遅
れ
て
き
た
客
か
ら
「
拱
手
」
の
挨
拶
を
す
る
。
先
客
は
後
か
ら
来
た
客

に
上
座
を
譲
る
の
が
礼
儀
で
あ
っ
た
、
と
し
て
い
る
が
、
も
し
先
に
来
て
い
た
の
が
上
客
で
あ
れ
ば
、
こ
の
席
の
譲
り
合
い
は
儀
礼
的

な
も
の
と
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　

下
僕
が
客
に
出
す
茶
は
、
茶
壺
（
急
須
）
は
不
敬
で
あ
り
、「
蓋
碗
茶
」
が
正
式
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
の
も
興
味
深
い
。
な
お
、

官
庁
の
場
合
、
出
さ
れ
た
「
蓋
碗
茶
」
の
お
茶
を
勧
め
ら
れ
た
ら
、
も
う
お
帰
り
な
さ
い
、
と
い
う
サ
イ
ン
と
な
る
と
い
う
の
は
、

ウ
ォ
ル
シ
ュ
を
は
じ
め
、
よ
く
観
察
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

客
間
の
卓
上
に
は
菓
子
盆
が
置
か
れ
る
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
、
い
く
つ
か
に
仕
切
ら
れ
て
い
る
菓
子
盆
と
い
う
の
は
、「
六

卦
皿
」「
八
卦
皿
」
な
ど
を
指
し
て
い
よ
う
。
磁
器
製
の
菓
盤
は
特
に
「
温
菓
盆
」
と
呼
び
、
乾
果
以
外
の
蜜
餞
な
ど
を
入
れ
る
が
、

こ
れ
が
南
方
の
習
慣
で
あ
る
と
い
う
の
は
重
要
な
指
摘
で
あ
る
。
日
本
で
も
、「
八
卦
皿
」
な
ど
は
「
南
京
も
の
」
と
称
し
て
、
卓
袱

料
理
な
ど
で
使
用
さ
れ
て
い
た
が
、
確
か
に
卓
袱
料
理
は
中
国
の
南
方
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
（
拙
著　

第
六
章
注
13
参

照
）。
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（
3
）
客
の
移
動

　

客
が
全
員
揃
う
と
、
主
人
は
下
僕
に
命
じ
て
、
庁
堂
に
置
い
て
あ
る
卓
上
の
準
備
を
さ
せ
る
が
、
卓
上
に
並
べ
る
物
の
記
述
は
詳
細

で
あ
る
。
前
菜
が
盛
ら
れ
る
小
碟
は
、「
圍
碟
」
と
呼
ば
れ
、
八
具
、
十
二
具
、
十
六
具
、
二
十
具
と
、
客
の
人
数
に
応
じ
て
偶
数
で

置
か
れ
る
。
箸
は
銀
、
象
牙
な
ど
も
あ
る
が
、
黒
檀
の
も
の
が
多
く
、
湯
匙
（
小
碟
の
上
に
載
せ
る
）
は
磁
器
製
が
多
い
。
酒
盃
も
陶

磁
器
製
が
多
い
が
、
贅
沢
な
も
の
に
な
る
と
銀
製
の
が
用
い
ら
れ
た
。
こ
の
他
、
醤
油
や
酢
を
入
れ
小
碟
が
一
個
、
銅
叉
一
柄
を
並
べ

る
。
箸
や
盃
の
下
に
は
淡
紅
色
の
、
七
、
八
寸
の
大
き
さ
の
木
綿
料
紙
数
枚
を
置
い
た
。
こ
れ
は
客
が
箸
や
盃
を
拭
く
た
め
の
も
の
で

あ
る
が
、
今
日
で
は
こ
れ
を
用
い
る
こ
と
は
な
い
。

　

卓
上
の
準
備
が
整
う
と
、
主
人
が
客
を
庁
堂
に
導
く
。
と
こ
ろ
で
、
清
代
以
降
の
宴
会
で
は
、
以
下
の
三
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
っ
た
。

即
ち
、
①
客
が
宴
会
の
会
場
と
な
る
部
屋
（
公
堂
）
に
着
席
し
、
茶
の
接
待
の
後
、
別
室
に
一
時
移
動
し
、
使
用
人
が
食
卓
を
運
び
入

れ
た
ら
、
再
び
元
の
部
屋
の
元
の
席
に
座
る
（『
清
俗
紀
聞
』
─
タ
イ
プ
A
）、
②
客
が
ま
ず
客
間
に
着
席
し
、
茶
の
接
待
を
受
け
、
食

事
の
支
度
が
で
き
た
ら
食
堂
に
移
動
す
る
（,,Etiquette in Chinese... ,,

─
タ
イ
プ
B
）、
③
客
が
控
え
室
に
集
ま
り
、
茶
の
接
待
を

受
け
、
食
事
の
支
度
が
で
き
た
ら
食
堂
に
移
動
し
て
着
席
す
る
（『
中
国
料
理
の
手
引
き
』─
タ
イ
プ
C
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
②
と
③
は

食
堂
へ
の
移
動
と
い
う
点
で
は
同
じ
で
あ
る
が
、
着
席
の
儀
礼
を
ど
の
場
で
行
う
か
が
異
な
る
。
タ
イ
プ
B
は
客
間
に
座
る
際
に
席
の

譲
り
合
い
を
行
な
い
、
食
堂
に
移
動
し
て
も
そ
の
座
順
は
踏
襲
さ
れ
る
の
に
対
し
、
タ
イ
プ
C
は
食
堂
に
移
動
し
た
際
に
初
め
て
席
の

譲
り
合
い
を
行
う
。

　

こ
の
分
類
に
従
う
と
、
本
書
が
記
し
て
い
る
様
式
は
、
部
屋
を
移
動
す
る
こ
と
、
客
間
に
お
い
て
す
で
に
客
同
士
で
上
座
の
譲
り
合

い
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ウ
ォ
ル
シ
ュ
の
『
清
国
作
法
指
南
』
同
様
、
タ
イ
プ
B
に
分
類
さ
れ
る
。
移
動
を
始
め
る
際
、
主
人
の

「
請
」
の
声
に
応
じ
て
一
斉
に
起
立
し
、
互
い
に
先
を
譲
り
合
う
こ
と
は
、,,Etiquette in Chinese... ,,

の
記
述
と
一
致
す
る
。
最
終
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的
に
は
上
客
か
ら
先
に
客
室
を
出
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
儀
礼
で
あ
る
。
庁
堂
に
着
い
て
か
ら
も
再
度
、
席
の
譲

り
合
い
を
行
う
が
、
こ
れ
も
儀
礼
で
あ
っ
て
、
客
間
で
確
定
し
た
順
番
が
変
る
こ
と
は
な
い
。

　

さ
て
、
永
尾
は
、
座
席
の
決
め
方
を
三
通
り
、
紹
介
し
て
い
る
。
通
常
の
個
人
的
な
宴
会
で
は
、
客
同
士
が
互
い
に
譲
り
合
っ
て
、

最
終
的
に
し
か
る
べ
き
人
が
し
か
る
べ
き
席
に
つ
く
。
逆
に
、
主
人
側
が
席
を
決
め
る
こ
と
も
あ
る
。
一
つ
は
、
出
席
者
の
数
が
多
い

場
合
で
、
主
人
側
が
予
め
紅
紙
の
條
子
に
客
の
姓
名
を
書
い
て
、
卓
上
の
席
に
置
い
て
お
く
。
こ
れ
は
今
日
で
も
よ
く
行
わ
れ
る
。
も

う
一
つ
は
、
重
大
な
典
礼
の
際
に
行
わ
れ
も
の
で
、
主
人
が
盃
に
酒
を
注
ぎ
、
箸
を
両
手
に
捧
げ
て
最
上
席
に
お
き
、
こ
の
席
に
座
る

べ
き
人
に
向
か
っ
て
一
揖
す
る
。
そ
の
人
は
こ
れ
に
応
え
て
揖
礼
を
し
、
辞
退
す
る
こ
と
な
く
こ
の
席
に
座
る
。
こ
う
し
て
順
次
、
第

二
席
以
下
も
同
様
に
し
て
決
め
て
い
く
。
特
に
、
卑
幼
の
者
が
長
者
を
招
い
た
場
合
は
、
主
人
は
揖
礼
で
は
な
く
、
一
々
叩
首
の
礼
を

行
っ
て
、
席
に
着
か
れ
ん
こ
と
を
請
う
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

主
人
が
盃
に
酒
を
注
ぎ
、
箸
を
両
手
に
掲
げ
て
客
に
着
席
を
促
す
こ
と
を
、
永
尾
は
「
安
席
の
礼
」
と
呼
ん
で
い
る
が
、
清
代
に
関

す
る
文
献
で
こ
の
儀
礼
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
の
は
、
筆
者
の
知
る
限
り
、
ウ
ォ
ル
シ
ュ
の
『
清
国
作
法
指
南
』
だ
け
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
ウ
ォ
ル
シ
ュ
が
記
し
て
い
る
の
は
、
酒
瓶
を
手
に
挙
げ
て
席
を
割
り
当
て
る
客
の
名
前
を
呼
び
、
酒
を
注
い
で
酒
瓶
を
置

き
な
が
ら
「
揖
」
の
礼
を
す
る
と
い
う
も
の
で
、
酒
杯
を
満
た
す
動
作
は
同
じ
で
あ
る
が
、
箸
を
捧
げ
置
く
と
い
う
こ
と
を
し
な
い
。

恐
ら
く
こ
れ
に
も
多
少
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
得
た
が
、
基
本
は
主
人
自
ら
客
の
酒
杯
を
満
た
す
、
と
い
う
点
で
あ
ろ
う
。　

　

こ
の
儀
礼
は
、
ウ
ォ
ル
シ
ュ
や
永
尾
も
フ
ォ
ー
マ
ル
な
宴
会
に
お
い
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
、
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
清
代
以

前
か
ら
引
き
継
が
れ
た
「
古
式
」
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
実
際
、
こ
の
儀
礼
は
、
明
代
の
マ
ッ
テ
ー
オ
・
リ
ッ
チ
が
著
わ
し
た

『
中
国
キ
リ
ス
ト
教
布
教
史
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
厳
密
に
い
う
と
、『
中
国
キ
リ
ス
ト
教
布
教
史
』
の
場
合
、
こ
の
時
点

で
座
順
は
す
で
に
確
定
し
て
お
り
、
主
人
が
主
客
か
ら
酒
を
注
い
で
回
る
の
は
、
座
順
の
確
定
と
い
う
よ
り
は
、
着
席
を
促
す
儀
礼
と
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し
て
の
意
味
合
い
が
強
い
。
そ
れ
に
し
て
も
、
ウ
ォ
ル
シ
ュ
、
及
び
永
尾
の
記
述
は
、
明
代
の
様
式
に
近
い
も
の
が
、
清
末
に
お
い
て

も
時
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
、
と
い
う
記
録
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

（
4
）
座
順
に
つ
い
て

　

座
順
に
関
す
る
記
述
は
、
ウ
ォ
ル
シ
ュ
の
『
清
国
作
法
指
南
』
同
様
、
二
つ
の
長
卓
を
合
わ
せ
る
様
式
を
伝
え
て
お
り
、
貴
重
な
記

述
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
永
尾
は
、
食
卓
と
い
っ
て
も
粗
末
な
も
の
に
白
木
綿
の
卓
布
を
掛
け
る
よ
う
に
な
り
、
以
前
［
清
末
］
の
よ

う
に
卓
子
上
の
紋
と
か
、
卓
面
の
大
理
石
の
花
紋
を
以
て
席
の
上
下
を
分
け
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
夢
に
も
考
え
ら
れ
な
く
な
っ

た
、
と
し
て
お
り
、
民
国
期
当
時
、
す
で
に
使
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
た
。
興
味
深
い
の
は
、
そ
れ
以
前
は
白
い
木
綿
の
卓
布
を
か
け
る

こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と
、
そ
れ
故
に
卓
は
上
質
な
も
の
が
用
い
ら
れ
て
い
た
、
と
い
う
記
述
で
あ
る
。
確
か
に
、
卓
布
を
掛
け
る
と
、

卓
は
卓
面
か
ら
脚
の
方
ま
で
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
今
日
で
も
白
い
テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス
は
高
級
感
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
当
初
、

卓
の
品
質
を
隠
す
意
味
も
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　

さ
て
、
以
前
に
行
わ
れ
て
い
た
座
順
の
決
め
方
と
し
て
、
二
つ
の
長
卓
を
あ
わ
せ
た
場
合
の
座
順
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
き
た
い
。

永
尾
は
、「
良
質
な
材
で
作
ら
れ
た
、
二
枚
板
で
出
来
て
い
る
八
仙
卓
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
長
卓
を
二
つ
並
べ
た
、
い
わ
ゆ
る

「
和
合
卓
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
（
和
合
卓
と
い
う
名
称
は
、
内
山
清
が
一
九
一
五
年
に
刊
行
し
た
『
貿
易
上
よ
り
見
た
る
支
那
風
俗
の

研
究
』
の
中
で
紹
介
し
て
い
る
）。

　

こ
う
し
た
卓
の
場
合
、
卓
面
上
の
線
を
標
準
と
す
る
習
慣
が
あ
り
、
こ
の
線
が
部
屋
の
入
り
口
（
室
門
）
と
垂
直
に
な
る
よ
う
に
卓

子
が
置
か
れ
た
時
に
は
、
線
の
左
右
が
上
座
と
な
り
、
室
門
に
対
し
た
方
が
下
座
と
な
る
。
主
人
は
室
門
を
背
に
し
た
所
に
座
る
。
ま

た
左
右
の
中
で
は
、
左
を
上
と
し
、
右
を
下
と
し
、
同
じ
く
左
で
は
主
人
の
席
か
ら
遠
い
方
が
上
、
近
い
方
が
下
と
な
る
（
左
右
の
順
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位
は
、
図
（【
図
７
】
参
照
）
と
反
対
に
な
っ
て
い
る
が
、
主
人
に
向
か
っ
て
座
る
客
か
ら
み
た
左
右
と
す
れ
ば
矛
盾
は
な
い
）。

　

中
央
の
線
が
室
門
と
平
行
に
な
る
よ
う
に
卓
子
を
置
い
た
場
合
は
、
室
門
に
対
し
た
方
が
上
席
と
な
り
、
次
に
左
方
、
次
に
右
方
と

い
う
順
に
な
る
。
主
人
は
室
門
を
背
に
し
た
所
に
座
る
（
こ
れ
も
左
右
の
順
位
は
図
と
反
対
に
な
っ
て
い
る
が
、
主
人
に
向
か
っ
て
座

る
客
か
ら
み
た
左
右
と
す
れ
ば
矛
盾
は
な
い
）。

　

二
つ
の
卓
を
合
わ
せ
た
線
が
室
門
と
垂
直
と
い
う
の
は
、
東
西
軸
の
座
順
で
あ
り
、
平
行
と
い
う
の
は
、
南
北
軸
の
座
順
の
事
で
あ

る
。
永
尾
は
南
北
軸
の
座
順
を
一
般
に
「
朝
席
式
」
と
呼
ん
で
い
る
、
と
し
て
い
る
。
こ
の
名
称
は
は
じ
め
て
聞
い
た
が
、「
朝
席
」

の
「
朝
」
は
「
朝
見
」
の
如
く
、「
臣
下
が
君
主
に
ま
み
え
る
」
意
味
で
、
南
北
軸
は
歴
史
的
に
私
的
な
も
の
で
は
な
く
、
君
臣
間
の

宴
会
に
お
い
て
採
用
さ
れ
た
座
順
で
あ
る
の
で
、
理
に
か
な
っ
た
名
称
で
は
あ
る
。

　

た
だ
、
残
念
な
が
ら
永
尾
も
、
ウ
ォ
ル
シ
ュ
同
様
、
ど
の
よ
う
な
宴
会
に
お
い
て
ど
ち
ら
の
座
順
が
採
用
さ
れ
る
か
は
言
及
し
て
い

な
い
。
こ
の
文
章
だ
と
、
客
は
卓
の
配
置
を
見
て
初
め
て
、
そ
の
日
の
座
順
が
東
西
軸
（
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
宴
会
）
な
の
か
、
南
北

軸
（
フ
ォ
ー
マ
ル
な
宴
会
）
な
の
か
を
知
ら
さ
れ
、
且
つ
、
上
座
を
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
ウ
ォ
ル
シ
ュ

同
様
、
部
屋
の
南
北
を
示
さ
ず
、
ド
ア
や
室
門
の
あ
る
方
角
を
南
側
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
正
確
さ
に
欠
け
る
記
述
で
、
実
際
の
間
取

り
か
ら
南
面
で
き
な
い
場
合
、
室
門
を
南
と
み
な
す
、
と
い
う
暗
黙
の
了
解
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
湖
北
人
が
言
う
「
靠
墻

為
大
」
を
批
判
的
に
紹
介
し
て
い
る
の
は
、
座
順
と
い
う
の
は
こ
の
よ
う
に
場
に
応
じ
て
決
ま
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
一
律
に

壁
を
背
に
し
た
側
を
上
席
と
す
る
人
々
を
あ
ざ
け
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　

な
お
、
八
人
が
け
の
場
合
、
東
西
軸
、
南
北
軸
と
も
客
が
座
る
座
順
は
、
ウ
ォ
ル
シ
ュ
の
『
清
国
作
法
指
南
』
の
記
述
と
ま
っ
た
く

同
じ
で
あ
る
が
、
室
門
側
の
席
に
主
人
が
一
人
で
座
る
と
し
て
い
る
点
が
異
な
る
。
但
し
、『
清
国
作
法
指
南
』
で
も
六
人
が
け
の
場

合
は
変
則
的
と
な
り
、
南
北
軸
で
は
南
側
の
席
を
あ
け
、
東
西
軸
で
は
南
側
の
席
に
主
人
が
一
人
で
座
る
、
と
し
て
い
る
。
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（
5
）
乾
杯
の
儀
礼
と
宴
会
の
手
順

　

招
待
状
の
送
付
や
客
の
出
迎
え
、
卓
の
準
備
と
座
順
な
ど
が
詳
し
く
記
述
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
宴
会
が
始
ま
っ
て
か
ら
の
手
順

に
つ
い
て
は
、
比
較
的
簡
単
に
し
か
記
し
て
い
な
い
。

　

と
は
い
え
、
永
尾
が
紹
介
し
て
る
最
初
の
乾
杯
の
儀
礼
は
、
従
来
の
記
述
に
み
え
る
様
式
と
細
部
に
お
い
て
異
な
る
。
客
が
全
員
、

席
に
つ
く
と
、
主
人
は
上
座
か
ら
順
に
酒
壺
（
多
く
は
錫
製
）
を
持
っ
て
酒
を
注
い
で
回
り
、
客
は
立
っ
て
盃
を
挙
げ
て
こ
れ
を
受
け

る
、
と
い
う
の
は
ウ
ォ
ル
シ
ュ
も
記
し
て
い
る
、
よ
く
あ
る
様
式
で
あ
る
。
全
部
注
ぎ
回
っ
た
と
こ
ろ
で
、
主
人
は
自
分
の
席
に
戻

り
、
右
手
に
盃
を
持
っ
て
、
全
て
の
客
に
向
か
っ
て
体
を
左
か
ら
右
に
半
円
を
描
く
よ
う
に
回
し
て
「
請
酒
」
と
言
い
、
客
も
こ
れ
に

対
し
て
、
盃
を
挙
げ
て
「
謝
々
」
と
い
う
。
従
来
の
様
式
と
異
な
る
の
は
、
こ
れ
が
単
な
る
儀
礼
で
、
こ
の
時
は
酒
は
飲
ま
ず
、
主
人

が
盃
を
下
に
置
く
と
客
も
ま
た
下
に
置
く
こ
と
、
暫
く
し
て
再
び
主
人
が
「
請
」
と
勧
め
る
と
客
は
少
し
飲
む
、
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
や
や
も
っ
た
い
ぶ
っ
た
乾
杯
で
、
全
国
的
に
み
ら
れ
た
様
式
と
は
思
え
な
い
。
当
時
の
湖
北
地
方
の
ロ
ー
カ
ル
な
習
慣
の

可
能
性
も
あ
ろ
う
。

　

食
べ
始
め
は
、
主
人
が
箸
を
持
っ
て
「
請
用
」
と
勧
め
る
と
、
客
も
ま
た
箸
を
持
っ
て
「
謝
々
」
と
答
え
、
各
自
に
好
き
な
物
を
碟

の
中
か
ら
取
っ
て
食
べ
る
、
と
い
う
も
の
で
、
特
に
変
っ
た
点
は
な
い
。
話
し
て
い
る
う
ち
に
、
主
要
な
料
理
が
運
ば
れ
、
普
通
の
宴

会
で
あ
れ
ば
、
こ
の
時
、
主
人
が
簡
単
な
挨
拶
を
す
る
。
料
理
が
運
ば
れ
る
度
に
、
下
僕
は
卓
の
中
央
の
皿
を
整
理
し
て
、
新
た
な
料

理
を
そ
こ
に
置
く
。

　

出
さ
れ
る
料
理
に
関
し
て
も
、
湖
北
地
方
に
お
け
る
、「
請
春
酒
」
に
て
供
さ
れ
る
正
月
料
理
が
、「
十
大
碗
」
と
称
し
て
詳
し
く
紹

介
さ
れ
て
い
る
。
湖
北
で
は
、
正
月
に
料
理
を
盛
る
際
、
多
く
碗
を
用
い
、
碟
や
盤
は
あ
ま
り
用
い
な
い
、
と
い
う
の
も
興
味
深
い
。

「
十
大
碗
」
だ
け
で
も
豪
華
な
食
事
で
あ
る
が
、
普
通
の
宴
会
で
僅
か
に
十
碗
ば
か
り
を
出
し
た
の
で
は
、「
草
席
」
と
そ
し
ら
れ
、
ご



114

武蔵大学人文学会雑誌　第 45 巻第 1・2 号

馳
走
の
数
に
は
入
ら
す
、
か
え
っ
て
人
の
嘲
笑
を
招
く
こ
と
に
な
る
、
と
い
う
。

　

な
お
、
中
国
の
上
流
階
級
の
正
式
の
宴
会
で
は
、
肉
や
魚
よ
り
も
海
産
物
な
ど
の
珍
味
を
喜
ぶ
、
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
な
ま
こ

や
フ
カ
ヒ
レ
な
ど
を
指
し
て
い
よ
う
。
永
尾
の
、
こ
う
し
た
上
等
の
料
理
と
い
う
の
は
、
各
省
と
も
殆
ど
同
じ
料
理
法
で
あ
る
が
、
こ

れ
は
上
流
階
級
の
人
々
が
役
人
と
し
て
各
地
に
勤
務
し
て
歩
き
、
そ
う
い
う
料
理
法
を
広
め
た
こ
と
、
従
っ
て
、
各
地
特
有
の
料
理
と

い
う
の
は
、
か
え
っ
て
そ
の
地
方
に
お
け
る
中
流
以
下
の
家
庭
に
保
存
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
観
察
は
今
日
で
も
当
て
は
ま
る
観
察
眼

と
い
え
よ
う
。
と
り
わ
け
改
革
開
放
以
降
は
、
洗
練
さ
れ
た
広
東
料
理
が
中
国
各
地
の
高
級
レ
ス
ト
ラ
ン
で
も
て
は
や
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
る
。
な
お
、
こ
う
し
た
二
重
構
造
は
、
言
語
の
面
に
お
い
て
も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
ロ
ー
カ
ル
な
レ
ベ
ル

で
話
さ
れ
て
い
る
方
言
に
対
し
、
上
層
部
で
は
文
人
や
官
僚
の
話
す
「
官
話
」
や
「
国
語
」
と
い
っ
た
共
通
語
で
統
一
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
構
造
は
、
名
称
こ
そ
「
普
通
話
」
と
変
化
し
た
今
日
で
も
変
ら
な
い
。

　

宴
会
の
終
り
方
に
関
す
る
記
述
も
、
い
た
っ
て
簡
単
で
あ
る
。「
座
菜
」
が
出
さ
れ
る
と
、
飯
を
盛
っ
て
出
す
。
な
お
、
湖
北
は
米

の
産
地
で
あ
る
か
ら
、
米
を
常
食
と
し
て
麺
類
は
あ
ま
り
用
い
ず
、
上
等
の
料
理
の
時
に
麺
製
の
点
心
を
出
す
位
で
あ
る
こ
と
、
一
般

に
米
を
常
食
に
し
て
い
る
地
方
で
は
麺
類
を
出
し
、
麺
を
常
食
と
し
て
い
る
地
方
で
は
米
飯
を
出
し
、
こ
れ
を
「
礼
飯
」
と
呼
ぶ
が
、

請
春
酒
の
宴
会
に
限
り
、
こ
の
よ
う
に
格
式
張
ら
ず
、
日
常
の
食
事
を
出
す
、
と
い
う
記
述
は
興
味
深
い
。
食
事
が
終
わ
る
と
、
再
び

客
室
に
戻
り
、
茶
や
煙
草
が
勧
め
ら
れ
て
、
心
ゆ
く
ま
で
歓
談
に
耽
る
。

　

宴
会
途
中
で
の
儀
礼
的
な
飯
の
催
促
や
、
主
人
、
主
客
、
陪
客
ら
の
役
割
に
つ
い
て
の
記
述
が
な
い
の
は
、
主
題
が
請
春
酒
の
宴
で

あ
る
こ
と
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
が
湖
北
の
中
国
人
と
い
う
こ
と
が
関
係
し
て
い
よ
う
。
請
春
酒
の
宴
は
仲
間
内
で
の
格
式
ば
ら
な
い

会
食
で
あ
る
し
、
外
国
人
に
と
っ
て
は
未
知
な
る
さ
ま
ざ
ま
な
儀
礼
も
、
中
国
人
に
と
っ
て
は
、
当
た
り
前
過
ぎ
て
、
省
略
し
た
の
で

あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
民
国
期
の
湖
北
省
に
お
い
て
も
、
フ
ォ
ー
マ
ル
な
宴
会
で
は
、
全
国
で
み
ら
れ
た
儀
礼
的
な
や
り
と
り
が
主
人
と
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主
客
と
の
間
で
か
わ
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

（
6
）
清
代
の
宴
会
に
つ
い
て

　

永
尾
の
記
述
で
貴
重
な
の
は
、
清
代
の
官
僚
の
宴
会
に
つ
い
て
記
録
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
は
杭

州
出
身
者
の
よ
う
で
、
清
代
の
杭
州
付
近
に
お
け
る
官
場
、
お
よ
び
そ
の
家
族
が
行
っ
て
い
た
請
春
酒
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

清
代
の
地
方
官
は
、
主
官
、
客
官
の
区
別
な
く
、
公
事
で
な
い
場
合
、
自
由
に
他
の
公
署
に
出
入
り
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。

且
つ
、
地
方
官
の
出
入
り
に
は
そ
れ
ぞ
れ
一
定
の
規
約
（
事
前
に
文
章
で
許
可
を
得
る
な
ど
）
が
あ
り
、
礼
服
を
着
用
し
、
儀
仗
を
整

え
て
堂
々
た
る
威
儀
を
整
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
当
然
、
一
般
の
人
々
は
中
に
は
い
る
こ
と
な
ど
出
来
な
か
っ
た
。

　

地
方
官
の
開
催
す
る
宴
会
は
殆
ど
公
署
内
に
お
い
て
礼
服
着
用
の
上
で
行
わ
れ
た
。
長
官
が
属
官
を
招
く
宴
も
同
様
で
あ
っ
た
が
、

途
中
か
ら
便
帽
に
換
え
、
外
褂
を
脱
ぎ
去
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
下
僚
は
、
宴
会
中
も
た
だ
酒
を
飲
み
談
笑
す
る
だ
け
で
、
拳

を
打
っ
た
り
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
宴
会
後
は
、
長
官
の
僕
人
に
対
し
て
心
付
け
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

役
人
の
婦
人
同
志
の
間
で
も
請
春
酒
が
行
わ
れ
た
が
、
こ
れ
も
衙
署
内
の
官
宅
で
行
わ
れ
た
。
こ
の
時
は
主
人
の
階
級
に
応
じ
た
礼

服
を
着
用
し
た
。
こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
女
主
人
が
客
に
茶
の
接
待
を
行
っ
た
あ
と
、（
食
堂
に
移
動
し
て
）
酒
を
酌
み
な
が
ら
席

を
定
め
て
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
主
客
も
女
主
人
に
酒
を
酌
み
、
皆
の
席
が
定
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
、
再
度
、
深
揖
を
行
っ
た
。「
万
福

礼
」
と
雅
称
さ
れ
た
こ
の
一
連
の
儀
礼
を
経
て
、
宴
会
に
移
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
婦
人
だ
け
の
宴
会
で
も
、
女
性
が
主
人
と
な
っ
て
着

席
の
儀
礼
が
き
ち
ん
と
執
り
行
わ
れ
た
。

　

地
方
官
が
開
く
宴
会
が
公
署
内
で
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
の
は
、
今
日
に
相
通
じ
る
も
の
が
あ
り
興
味
深
い
。
即
ち
、
官
に
よ
る
公

費
の
豪
華
な
宴
会
が
批
判
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
宴
会
を
控
え
、
役
所
内
に
料
理
人
を
呼
ん
で
宴
会
を
行
う
よ
う
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に
な
っ
て
き
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

永
尾
の
記
述
で
特
徴
的
な
の
は
、
こ
の
よ
う
に
「
官
」
の
も
つ
影
響
力
へ
の
言
及
が
随
所
で
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
と

関
連
し
て
、
湖
南
に
お
け
る
請
春
酒
の
宴
の
と
こ
ろ
で
、
年
賀
に
来
た
と
し
て
も
身
分
の
低
い
人
間
を
招
待
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た

が
、
文
人
階
級
だ
け
は
別
で
あ
っ
た
、
と
い
う
記
述
も
興
味
深
い
。
と
い
う
の
も
科
挙
が
行
わ
れ
て
い
た
時
代
で
あ
れ
ば
、
貧
乏
書
生

も
一
旦
、
試
験
に
及
第
す
れ
ば
「
官
」
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
し
か
し
民
国
以
来
、
こ
う
し
た
こ
と
も
語
り
草
と
な
っ
て
し
ま

い
、
社
会
主
義
改
造
の
時
代
も
知
識
人
の
地
位
は
低
く
押
さ
え
ら
れ
た
ま
ま
で
、
文
革
期
に
は
最
下
層
に
ま
で
お
と
し
め
ら
れ
て
し

ま
っ
た
。

　

ま
た
、
郷
紳
層
に
お
け
る
請
春
酒
の
習
慣
に
関
す
る
記
述
も
興
味
深
い
。
即
ち
、
郷
紳
家
も
、
こ
れ
と
殆
ど
同
じ
で
、
時
と
し
て
制

服
を
着
な
い
も
の
が
あ
る
と
い
う
点
が
異
な
る
だ
け
で
あ
る
こ
と
、
宴
会
の
時
に
制
服
を
着
る
と
い
う
の
は
、
外
省
任
務
の
役
人
に
限

る
こ
と
で
、
北
京
で
は
こ
う
し
た
こ
と
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
杭
州
地
方
で
は
特
に
厳
格
で
あ
っ
た
こ
と
、
杭
州
地
方
で
は
役
人
が

こ
う
し
た
習
慣
を
も
っ
て
い
た
の
で
、
下
の
一
般
庶
民
も
、
自
然
と
こ
う
し
た
風
習
に
倣
っ
て
、
請
春
酒
の
宴
を
行
っ
て
い
た
が
、
庶

民
に
は
制
服
が
な
い
の
で
た
だ
宴
席
の
方
法
を
倣
っ
た
の
で
あ
る
、
と
い
う
記
述
は
、
形
式
張
っ
た
宴
会
の
様
式
が
、
官
場
か
ら
郷
紳

層
を
経
て
、
一
般
の
庶
民
へ
と
模
倣
さ
れ
て
い
っ
た
、
と
い
う
こ
と
の
指
摘
に
も
な
る
か
ら
で
あ
る
。
招
待
状
の
様
式
の
場
合
も
そ
う

で
あ
っ
た
が
、
こ
う
し
た
官
か
ら
の
強
い
影
響
は
、
宴
会
儀
礼
一
般
に
お
い
て
も
見
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
中
国
に
お
け
る
「
文

明
化
の
過
程
」
が
、
官
か
ら
民
へ
の
流
れ
と
し
て
推
進
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
よ
う
。



117

永尾龍造著『支那民俗誌』にみえる中華民国期の宴会儀礼を巡って　西澤治彦

お
わ
り
に

　
『
支
那
民
俗
誌
』
第
二
巻
に
見
え
る
宴
会
儀
礼
は
、
中
華
民
国
期
に
お
け
る
中
国
各
地
の
正
月
行
事
と
し
て
の
請
春
酒
の
宴
に
あ
り
、

読
者
と
し
て
は
本
来
、
こ
の
記
述
を
評
価
す
べ
き
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
敢
え
て
、
そ
の
記
述
か
ら
宴
会
一
般
の
手
順
や
儀
礼
を
抽
出

し
よ
う
と
し
た
。
批
判
的
に
読
み
進
め
て
い
く
と
、
記
述
さ
れ
て
い
る
儀
礼
に
は
、
清
代
の
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
ほ
か
、
イ
ン

フ
ォ
ー
マ
ン
ト
の
出
身
地
に
も
と
づ
く
ロ
ー
カ
ル
な
も
の
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
ど
う
整
理
し
、
統
合
、
分
析
す
る
か
は

読
者
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

そ
れ
を
行
っ
た
の
が
考
察
で
あ
る
が
、
宴
会
の
様
式
と
し
て
は
、
客
が
客
間
で
茶
の
接
待
を
受
け
た
後
、
食
堂
に
移
動
す
る
「
タ
イ

プ
B
」
に
分
類
さ
れ
、
清
末
民
初
の
時
期
と
し
て
は
、
全
国
的
に
み
ら
れ
た
様
式
で
あ
っ
た
。

　

本
書
の
価
値
を
整
理
し
直
す
な
ら
、
清
代
の
様
式
を
含
め
招
待
状
に
関
す
る
詳
細
な
記
録
の
ほ
か
、
客
間
で
の
接
待
方
法
、
卓
と
そ

の
座
順
、
着
席
の
儀
礼
な
ど
に
関
す
る
記
述
が
あ
げ
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
、
ウ
ォ
ル
シ
ュ
の
『
清
国
作
法
指
南
』
同
様
、
二
つ
の
長
卓

を
合
わ
せ
る
卓
の
存
在
と
、
主
人
が
酒
を
注
ぎ
な
が
ら
客
を
席
に
座
ら
せ
る
「
安
席
」
の
記
述
は
、
筆
者
の
知
る
限
り
、
同
時
代
の
他

の
文
献
に
は
見
え
ず
、
貴
重
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
宴
会
が
始
ま
っ
て
か
ら
終
わ
る
ま
で
の
過
程
は
、
簡
単
に
書
か
れ
て
お
り
、
詳

細
に
記
述
さ
れ
て
い
る
宴
会
の
前
半
部
分
に
比
べ
る
と
、
や
や
尻
切
れ
ト
ン
ボ
に
な
っ
て
い
る
感
は
否
め
な
い
。
こ
の
理
由
は
、
情
報

を
提
供
し
た
中
国
人
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
に
と
っ
て
は
、
宴
会
が
始
ま
っ
て
し
ま
え
ば
、
あ
と
は
流
れ
に
ま
か
せ
て
お
け
ば
い
い
こ
と

で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
換
言
す
る
と
、
中
国
人
に
と
っ
て
宴
会
儀
礼
で
最
も
重
要
な
の
は
、
宴
会
が
始
ま
る
前
の
招
待
状
の
や

り
と
り
や
、
客
間
で
の
接
待
と
、
座
順
と
着
席
の
儀
礼
と
い
う
、
宴
会
の
前
半
部
分
に
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
も
あ
ろ
う
。

　

も
ち
ろ
ん
、
請
春
酒
の
宴
の
こ
と
も
今
と
な
っ
て
は
貴
重
な
記
述
で
あ
る
し
、
湖
南
、
四
川
、
杭
州
、
北
京
な
ど
の
地
域
差
の
バ
リ
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エ
ー
シ
ョ
ン
も
興
味
深
い
。
こ
れ
は
中
国
各
地
の
民
俗
を
網
羅
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
当
然
の
結
果
で
も
あ
っ
た
が
、
著
者
は
こ
う
し
た

差
異
を
敢
え
て
整
理
統
合
し
な
い
、
と
い
う
ス
タ
ン
ス
を
取
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
地
域
差
の
他
に
、
農
村
と
都
市
と
の
関
係
に
も

言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
四
川
に
お
け
る
請
春
酒
の
宴
の
と
こ
ろ
で
、
農
村
で
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
請
春
酒
の
宴
が
都
市

で
盛
ん
に
な
っ
た
理
由
と
し
て
、
郷
紳
階
級
が
都
市
へ
移
住
し
た
結
果
で
あ
る
と
い
う
指
摘
は
興
味
深
い
。
と
い
う
の
も
、
近
年
の
民

間
芸
能
の
研
究
に
お
い
て
も
、
芸
能
の
多
く
は
農
村
部
で
生
ま
れ
、
そ
れ
が
都
市
へ
と
拡
大
し
て
い
っ
た
、
と
い
う
議
論
が
な
さ
れ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
（
田
仲
一
成
・
小
南
一
郎
・
斯
波
義
信
編
二
〇
〇
九
『
中
国
近
世
文
芸
論
』）。
情
報
量
が
多
く
、
構
成
も
複
雑
で
記

述
的
な
本
書
で
あ
る
が
、
個
々
の
記
述
に
は
示
唆
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　

こ
う
し
た
地
域
差
や
都
市
農
村
関
係
が
あ
る
も
の
の
、
全
体
を
通
し
て
印
象
に
残
る
の
は
、
フ
ォ
ー
マ
ル
な
宴
会
の
様
式
と
い
う
も

の
が
、
官
僚
の
世
界
で
洗
練
さ
れ
、
そ
れ
が
そ
の
下
位
に
位
置
す
る
郷
紳
層
を
へ
て
、
簡
略
化
さ
れ
た
上
で
一
般
庶
民
に
模
倣
さ
れ
て

い
っ
た
、
と
い
う
図
式
が
成
り
立
つ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
清
代
の
官
僚
の
世
界
と
い
う
の
は
、
庶
民
に
と
っ
て
は
別
格

と
い
う
か
、
雲
の
上
の
生
活
で
あ
り
、
伝
統
中
国
に
お
け
る
「
官
」
の
強
力
な
影
響
力
を
認
め
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　

こ
の
構
造
は
、
社
会
主
義
革
命
を
経
て
、
一
旦
は
解
体
さ
れ
た
か
に
見
え
た
が
、
近
年
の
中
国
社
会
に
お
け
る
官
僚
の
も
つ
権
力
の

大
き
さ
と
、
そ
れ
を
反
映
す
る
か
の
よ
う
な
官
僚
が
関
わ
る
接
待
の
豪
華
さ
を
み
る
と
、
改
め
て
こ
う
し
た
構
造
の
連
続
性
に
驚
か
ざ

る
を
得
な
い
。
本
書
は
、
豪
華
で
儀
礼
的
な
宴
会
も
こ
う
し
た
社
会
的
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
の
視
点
か
ら
見
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
を
、

永
尾
の
執
筆
当
時
の
意
図
は
ど
う
で
あ
れ
、
示
唆
し
て
く
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
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